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略
歴
・
業
績
一
覧

〈
生　

年
〉

一
九
四
八
年　
　
　
　
　
　
　

札
幌
市
生
ま
れ

〈
学
歴
等
〉

一
九
七
一
年　

　
　
　
　
　
　

東
京
大
学
法
学
部
第
三
類
（
政
治
学
）
卒
業

一
九
七
一
年
七
月　

　
　
　
　

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

一
九
七
三
年
四
月　

　
　
　
　

同
博
士
課
程
進
学

一
九
七
五
年　

　
　
　
　
　
　

文
部
省
派
遣
留
学
（
旧
ソ
連
邦
モ
ス
ク
ワ
）（
〜
一
九
七
六
年
）

一
九
七
八
年
三
月　

　
　
　
　

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
専
攻
科
修
了
（
法
学
博
士
）

〈
職
歴
等
〉

一
九
七
七
年　
　
　
　
　
　
　

立
教
大
学
法
学
部
助
手

一
九
七
八
年　
　
　
　
　
　
　

成
蹊
大
学
法
学
部
専
任
講
師
（
一
九
七
九
年
よ
り
助
教
授
）

一
九
八
三
年　
　
　
　
　
　
　

英
国
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
ロ
シ
ア
東
欧
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
（
〜
一
九
八
五
年
）

一
九
八
五
年　
　
　
　
　
　
　

成
蹊
大
学
法
学
部
教
授
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一
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第
三
・
四
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八

一
九
八
八
年
│
二
〇
一
九
年　

法
政
大
学
法
学
部
教
授
（
比
較
政
治
論
）

一
九
九
二
年　

　
　
　
　
　
　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ロ
シ
ア
研
究
所
客
員
研
究
員
（
〜
一
九
九
四
年
）

一
九
九
三
年　
　
　
　
　
　
　

ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
招
請
研
究
員

一
九
九
八
年　

　
　
　
　
　
　

朝
日
新
聞
客
員
論
説
委
員
（
〜
二
〇
〇
一
年
）

二
〇
〇
二
年　
　
　
　
　
　
　

法
政
大
学
法
学
部
長
（
〜
二
〇
〇
三
年
）

二
〇
〇
二
年　

　
　
　
　
　
　

日
本
国
際
政
治
学
会
理
事
長
（
〜
二
〇
〇
四
年
）

二
〇
〇
四
年　

　
　
　
　
　
　

日
ロ
賢
人
会
議
メ
ン
バ
ー
（
〜
二
〇
〇
六
年
）

二
〇
〇
七
年　

　
　
　
　
　
　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
を
囲
む
ヴ
ァ
ル
ダ
イ
・
ク
ラ
ブ
委
員
（
〜
現
在
）

二
〇
〇
八
年
│
二
〇
〇
九
年　

Ｌ
Ｓ
Ｅ
、
ロ
シ
ア
東
洋
学
研
究
所
、
韓
国
国
民
大
学
校
各
客
員
研
究
員

二
〇
一
二
年
│
二
〇
一
五
年　

 

国
際
中
欧
・
東
欧
研
究
協
議
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
）
幕
張
世
界
大
会
（
二
〇
一
五
年
八
月
三
〜
八
日
）
組

織
委
員
長

二
〇
一
五
年　

　
　
　
　
　
　

日
本
国
際
問
題
研
究
所
客
員
シ
ニ
ア
・
フ
ェ
ロ
ー

二
〇
一
九
年　

　
　
　
　
　
　

法
政
大
学
名
誉
教
授
、
神
奈
川
大
学
特
別
招
聘
教
授

〈
非
常
勤
講
師
〉

一
九
七
九
年
│
二
〇
一
四
年　

立
教
大
学
法
学
部
（
比
較
政
治
論
（
二
）、
隔
年
）

一
九
八
一
年
│
一
九
九
二
年　

東
京
都
立
大
学
（
首
都
圏
大
学
）
法
学
部

一
九
八
一
年　
　
　
　
　
　
　

東
京
大
学
教
養
学
部
（
政
治
学
）
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九

一
九
八
六
年　

　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
文
学
部
（
集
中
講
義
）

一
九
八
七
年　
　
　
　
　
　
　

東
京
大
学
法
学
部
（
比
較
政
治
論
）

一
九
八
七
年
九
月　

　
　
　
　

東
北
大
学
法
学
部
（
集
中
講
義
）

一
九
八
七
年
一
二
月　
　
　
　

名
古
屋
大
学
法
学
部
（
集
中
講
義
）

一
九
八
八
年
七
月　

　
　
　
　

神
戸
大
学
法
学
部
（
集
中
講
義
）

一
九
八
九
年
七
月　
　
　
　
　

信
州
大
学
人
文
学
部
（
集
中
講
義
）

一
九
八
九
年
│
一
九
九
一
年　

慶
応
大
学
法
学
部

一
九
八
九
年
│
一
九
九
一
年　

早
稻
田
大
学
政
経
学
部

一
九
八
九
年
│
二
〇
一
九
年　

早
稻
田
大
学
政
経
学
部
大
学
院
（
旧
共
産
圏
研
究
、
ロ
シ
ア
Ｃ
Ｉ
Ｓ
研
究
）

一
九
九
五
年　

　
　
　
　
　
　

岡
山
大
学
法
経
学
部
（
集
中
講
義
）

二
〇
〇
六
年　

　
　
　
　
　
　

中
央
大
学
法
学
部

二
〇
一
九
年
│
二
〇
二
〇
年　

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
、
集
中
講
義
）

〈
学
会
活
動
〉

日
本
政
治
学
会
、
一
九
七
六
年
│
現
在
（
う
ち
理
事
一
九
九
八
│
二
〇
〇
四
年
）

日
本
国
際
政
治
学
会
、
一
九
九
〇
年
│
現
在
（
う
ち
理
事
一
九
九
二
│
二
〇
一
六
年
、
理
事
長
二
〇
〇
二
│
二
〇
〇
四
年
）

日
本
平
和
学
会
、
一
九
七
八
年
│
二
〇
一
七
年
（
う
ち
理
事
一
九
九
〇
│
一
九
九
八
年
）

ロ
シ
ア
・
東
欧
学
会
、
一
九
八
五
年
│
現
在
（
う
ち
理
事
一
九
九
七
年
│
現
在
）
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一
〇

日
本
比
較
政
治
学
会
、
一
九
八
九
年
│
二
〇
一
七
年

日
本
防
衛
学
会
、
二
〇
〇
八
│
現
在
（
う
ち
理
事
、
二
〇
一
一
年
│
現
在
）

日
本
学
術
会
議
、
第
一
九
期
連
携
会
員
（
二
〇
〇
六
│
二
〇
〇
八
年
）

〈
社
会
的
活
動
〉

朝
日
新
聞
客
員
論
説
委
員
（
一
九
九
八
│
二
〇
〇
二
年
）

対
外
文
化
協
会
理
事
（
二
〇
〇
五
年
│
現
在
）

日
ロ
協
会
顧
問
（
二
〇
〇
九
年
│
現
在
）

Ⅰ　

著　

作

『
ソ
ビ
エ
ト
政
治
と
労
働
組
合
│
ネ
ッ
プ
期
政
治
史
序
説
』、
一
九
八
二
年
六
月
、
東
京
大
学
出
版
会

「
コ
ル
ホ
ー
ズ
体
制
の
危
機
と
政
治
部
の
導
入
」（
渓
内
謙
『
ソ
ビ
エ
ト
政
治
秩
序
の
形
成
』）、
分
担
執
筆
、
一
九
八
四
年
三
月
、
岩
波
書

店「
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
下
の
モ
ス
ク
ワ
党
組
織
」、
分
担
執
筆
、
一
九
八
六
年
一
〇
月
、
和
田
春
樹
編
著
『
ロ
シ
ア
史
の
新
し
い
世
界
』、
山

川
書
店

『
日
ソ
平
和
の
条
件
』、
分
担
執
筆
、
一
九
八
七
年
八
月
、
に
ん
げ
ん
社
、
進
藤
栄
一
と
共
編

『
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
を
読
む
』
和
田
春
樹
編
、
一
九
八
七
年
九
月
、
御
茶
の
水
書
房
、
第
六
章
第
八
章
分
担
執
筆

『
ソ
連
現
代
政
治
』、
一
九
八
七
年
一
〇
月
、
東
大
出
版
会
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一
一

『
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ト
ー
今
世
界
の
人
権
は
』、
共
訳
、
一
九
八
八
年
五
月
、
日
本
評
論
社
、
担
当
範
囲
：
第
五
章
「
ソ
連
の
空
の
も
と

に
」、
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
セ
ル
ビ
ー
編
著

『
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
時
代
』、
一
九
八
八
年
五
月
二
〇
日
、
岩
波
書
店

『
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
時
代
│
サ
ミ
ッ
ト
及
び
全
党
協
議
会
後
の
ソ
連
政
治
の
行
方
』、
一
九
八
八
年
七
月
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
国
際
研
究
交
流
部

‘T
he R

eform
 M

ovem
ent: Pow

er, Ideology, and Intellectuals ’ in “G
orbachev ’s R

eform
es, U

. S. and Japanese A
s-

sessm
ents ”

分
担
執
筆
、
一
九
八
八
年A

LD
IN

E D
E G

R
U
Y
T
ER

‘N
ew

 Interpretation of the N
EP and the Stalinist System

 under G
lasnost ’

分
担
執
筆
、
一
九
八
九
、Slavic R

esearch 

Center

‘R
epestroika, G

lasnost and Society
’ in “Perestroika: Soviet D

om
estic and Foreign Policies ”

分
担
執
筆
、
一
九
九
〇

年
三
月
、Sage publications

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
に
と
っ
て
の
中
国
」、
野
村
浩
一
編
、
岩
波
講
座
現
代
中
国
別
巻
1
（
民
主
化
運
動
と
中
国
社
会
主
義
）、
分
担
執
筆
、

岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
五
月

高
橋
進
と
共
編
著
『
東
欧
革
命
│
何
が
起
き
た
の
か
、
い
つ
ど
こ
で
』、
一
九
九
〇
年
四
月
、『
世
界
│
臨
時
増
刊
』
一
一
│
三
一
頁

『
ソ
連
現
代
政
治
（
第
二
版
）』、
一
九
九
〇
年
七
月
、
東
大
出
版
会

『
社
会
主
義
の
二
〇
世
紀
（
二
）』、
分
担
執
筆
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
担
当
範
囲
…
一
五
七
│
二
二
四
頁
、
和

田
春
樹
と
共
著

『
社
会
主
義
の
二
〇
世
紀
（
四
）』、
分
担
執
筆
、
一
九
九
一
年
一
月
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
和
田
春
樹
と
共
著

『「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
」
を
越
え
て
』、
一
九
九
一
年
六
月
、
朝
日
新
聞
社
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一
二

M
oscow

 under Stalinist R
ule. 1931

─1934, 1991, M
acm

illane, St. M
artins Press, N

Y
.

『
国
際
ス
パ
イ　

ゾ
ル
ゲ
の
真
実
』、
共
著
、
一
九
九
一
年
八
月
、
角
川
書
店
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班

『
新
連
邦
の
現
在
と
将
来
』、
一
九
九
二
年
一
月
、
尾
崎
行
雄
記
念
財
団

『
独
立
国
家
共
同
体
へ
の
道
』、
一
九
九
二
年
二
月
、
時
事
通
信
社

『
先
進
諸
国
の
政
治
』、
阿
部
斉
と
共
著
、
一
九
九
二
年
三
月
、
放
送
大
学
教
育
振
興
会

「
冷
戦
の
終
焉
と
ソ
連
崩
壊
の
後
」、
分
担
執
筆
、
鴨
武
彦
編
『
世
紀
間
の
世
界
政
治
（
Ⅰ
）』
一
九
九
三
年
、
日
本
評
論
社

『
ス
タ
ー
リ
ン
と
都
市
モ
ス
ク
ワ
』、
一
九
九
四
年
五
月
、
岩
波
書
店

「
第
五
章　

ロ
シ
ア
政
治
と
地
域
主
義
」（『
講
座
ス
ラ
ブ
の
世
界
』、
木
戸
蓊
『
ス
ラ
ブ
の
政
治
』）、
分
担
執
筆
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
、

弘
文
堂

「
秩
序
と
し
て
の
社
会
主
義
の
終
焉
」（『
世
界
政
治
の
構
造
変
動
1
、
世
界
秩
序
』）、
分
担
執
筆
、
一
九
九
四
年
一
一
月
、
坂
本
義
和
編

N
orthern T

erritories and B
eyond, Jam

es, E., G
ooby, V

ladim
ir Ivanov, N

obuo Shim
otom

ai

共
編
者
、
一
九
九
五
年

九
月
、Praeger

『
先
進
諸
国
の
政
治
』、
高
橋
直
樹
、
下
斗
米
伸
夫
共
著
、
一
九
九
六
年
三
月
、
放
送
大
学
教
育
振
興
会

『
タ
タ
ー
ル
ス
タ
ン
の
エ
ス
ノ
政
治
』、
一
九
九
六
年
、
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書

『
ロ
シ
ア
現
代
政
治
』、
一
九
九
七
年
一
一
月
、
東
大
出
版
局
、
全
二
三
一
＋
一
〇
頁

N
ew

 trends in R
ussian-Japanese relations at the start of the 21st Century

一
九
九
九
年
二
月
、Sipri N

obuo Shi-

m
otom

ai

『
ロ
シ
ア
世
界
』、
一
九
九
九
年
二
月
、
筑
摩
書
房
、
全
三
一
二
頁
＋
ix
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一
三

『
新
世
紀
の
世
界
と
日
本
』（『
世
界
の
歴
史
』
第
三
〇
巻
）
北
岡
伸
一
と
共
著
、
一
九
九
九
年
五
月
、
中
央
公
論
新
社
、
全
四
四
六
頁
中
、

（
一
〜
一
五
八
、
三
六
三
〜
四
〇
二
頁
）
を
担
当

『
二
〇
世
紀
世
界
の
誕
生
』、
五
百
旗
頭
真
と
共
編
者
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
、
情
報
文
化
研
究
所

ス
タ
ー
リ
ン
死
去
の
前
後
│
ソ
連
共
産
党
の
継
承
と
闘
争
に
つ
い
て
、
共
著
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
、『
ロ
シ
ア
で
今
映
画
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
』

『
ロ
シ
ア
変
動
の
構
図
』、
下
斗
米
編
集
責
任
、
共
著
、
二
〇
〇
一
年
五
月
、
法
政
大
学
出
版
会

『
ソ
連
＝
党
が
所
有
し
た
国
家
』、
二
〇
〇
二
年
九
月
、
講
談
社

「
冷
戦
│
ク
レ
ム
リ
ン
を
動
か
し
た
外
交
官
た
ち
」、
羽
場
久
美
子
・
増
田
正
人
編
『
21
世
紀
国
際
社
会
へ
の
招
待
』、
分
担
執
筆
、
二
〇

〇
三
年
七
月
、
有
斐
閣

「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
政
軍
関
係
」、（
横
手
慎
二
編
『
東
ア
ジ
ア
の
ロ
シ
ア
』）
分
担
執
筆
、
二
〇
〇
四
年
五
月
、
慶
応
大
学
出
版
会

『
ア
ジ
ア
冷
戦
史
』、
二
〇
〇
四
年
九
月
、
中
央
公
論
新
書
、
韓
国
語
訳
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
、
翻
訳
者
李
革
宰

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
方
拡
大
』、
羽
場
久
美
子
、
小
森
田
秋
夫
、
田
中
素
香
編
、
分
担
執
筆
、
二
〇
〇
六
年
六
月
、
岩
波
書
店

『
モ
ス
ク
ワ
と
金
日
成
│
冷
戦
の
中
の
北
朝
鮮
（
一
九
四
五
│
一
九
六
一
年
）』、
二
〇
〇
六
年
七
月
、
岩
波
書
店

『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
歴
史
的
変
容
│
国
連
と
国
際
政
治
史
』、
緒
方
貞
子
、
半
澤
朝
彦
編
、
分
担
執
筆
、「
第
四
章
、
ソ
連
、

国
連
と
東
ア
ジ
ア
冷
戦
」
二
〇
〇
七
年
四
月
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
』、
鈴
木
佑
司　

後
藤
一
美
編
、
分
担
執
筆
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
法
政
大
学

出
版
局

T
he Cold w

ar in East A
sia and the N

orthern T
erritories Problem

, K
im

ie hara, G
eoff erey Jukes

分
担
執
筆
、
二
〇



法
学
志
林　

第
一
一
七
巻　

第
三
・
四
号
合
併
号 

一
四

〇
九
年
六
月
、R

outledge

K
im

 Il Sen i K
rem

l ’-Severnaya koreya epokhi kholodnoi voiny

（1945

─1961

）, N
ov. 2009, M

G
IM

O
-U

niversitet

「
タ
ン
デ
ム
ク
ラ
シ
ー
試
論
│
ロ
シ
ア
政
治
に
お
け
る
制
度
化
と
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』）
田
中
浩

編
分
担
執
筆
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
未
来
社

『
新
世
紀
の
世
界
と
日
本
（
文
庫
版
）』
北
岡
伸
一
、
下
斗
米
伸
夫
共
著
、
二
〇
一
〇
年
六
月
、
中
央
公
論
新
社
、
担
当
範
囲
…
一
│
四
章
、

一
〇
章

T
he Cold W

ar in East A
sia, 1945

─1991, chap. fi ve, ‘K
im

 Il Sung
’s B

alancing A
ct betw

een M
oscow

 and B
eijing, 

1956

─1972 ’, Stanford university
分
担
執
筆
（
分
担
部
の
翻
訳
は
『
法
学
志
林
』
第
一
一
六
巻
、
第
二
・
三
合
併
号
、
一
四
一
│
一

七
六
頁
。
二
〇
一
一
年
三
月
）

『
図
説
ソ
連
の
歴
史
』、
二
〇
一
一
年
四
月
、
河
出
書
房
新
社

『
社
会
主
義
的
近
代
化
の
経
験
』、
二
〇
一
一
年
四
月
、
小
長
谷
有
紀
、
後
藤
正
憲
編
、「
第
九
章　

ボ
ン
チ
・
ブ
ル
エ
ビ
ッ
チ
と
レ
ー
ニ

ン
廟
の
思
想
」
明
石
書
店

『
ロ
シ
ア
・
拡
大
Ｅ
Ｕ
』
分
担
執
筆
、
二
〇
一
一
年
四
月
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
社
、
羽
場
久
美
子
・
溝
端
佐
登
史

『
日
本
冷
戦
史
』、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
、
岩
波
書
店

『
現
代
ロ
シ
ア
を
知
る
た
め
の
六
〇
章
』、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
、
明
石
書
店
、
担
当
範
囲
…
一
、
一
〇
、
一
四
、
一
五
、
四
九
、
五
〇
、

五
二
章
、
下
斗
米
伸
夫
、
島
田
博

『
ロ
シ
ア
と
ソ
連
│
歴
史
に
消
さ
れ
た
者
た
ち
』、
二
〇
一
三
年
三
月
、
河
出
書
房
新
社

『
日
本
の
外
交
』
第
二
巻
、
第
四
章
分
担
執
筆
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
岩
波
書
店
、
担
当
範
囲
…
第
二
巻
、
第
四
章
一
九
四
五
│
九
一
年



下
斗
米
伸
夫
教
授　

略
歴
・
業
績
一
覧 

一
五

の
日
ソ
関
係
史
、
波
多
野
澄
雄
〔
編
者
〕

『
プ
ー
チ
ン
は
ア
ジ
ア
を
め
ざ
す
』、
二
〇
一
四
年
一
二
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
書

Japanese and R
ussian Politics, ed., T

akashi Inoguchi, 2015, Palgrave and M
acm

illan chap. 3.2 ‘Politics of D
ic-

tatorship and Pluralism
’

分
担
執
筆
、
二
〇
一
五
年
一
月

『
日
ロ
関
係
│
歴
史
と
現
代
』、
下
斗
米
伸
夫
監
修
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
法
政
大
学
出
版
局

『
日
本
と
ロ
シ
ア
』、
分
担
執
筆
、
二
〇
一
五
年
三
月
、
原
書
房
、
猪
口
孝
監
修

「
第
九
章　

地
域
の
中
の
ロ
シ
ア
要
因
」（『
朝
鮮
半
島
と
東
ア
ジ
ア
』、
二
〇
一
五
年
六
月
、
岩
波
書
店
、
木
宮
正
史
編

『
日
ロ
関
係
史
』、
共
編
者
、
二
〇
一
五
年
九
月
、
東
大
出
版
会
、
Ａ
・
ト
ル
ク
ノ
フ
、
五
百
旗
頭
眞
、
Ｄ
・
ス
ト
レ
リ
ツ
ォ
フ
、
下
斗
米

伸
夫

『
宗
教
・
地
政
学
か
ら
読
む
ロ
シ
ア
│
「
第
三
の
ロ
ー
マ
」
を
め
ざ
す
プ
ー
チ
ン
』、
二
〇
一
六
年
九
月
、
日
本
経
済
新
聞
出
版
社

『
ロ
シ
ア
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
五
〇
章
』、
編
者
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
、
明
石
書
店

『
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
史
一
九
一
七
│
一
九
九
一
』、
二
〇
一
七
年
二
月
、
講
談
社
学
術
文
庫

『
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
経
済
連
携
と
ロ
シ
ア
の
東
方
シ
フ
ト
』、
編
者
、
二
〇
一
七
年
三
月
、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
担
当
範

囲
…
序
章
「
プ
ー
チ
ン
政
治
│
二
一
〇
六
年
の
総
括
と
二
〇
一
七
年
の
課
題
」

『
神
と
革
命
』、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
、
筑
摩
書
房

『
ア
ス
テ
イ
オ
ン
創
刊
三
〇
周
年
ベ
ス
ト
論
文
選
一
九
八
六
│
二
〇
一
六
：
冷
戦
後
の
世
界
と
平
成
』、
山
崎
正
和
、
田
所
昌
幸
総
監
修
、

Ｃ
Ｃ
Ｃ
メ
デ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
、
二
〇
一
七
・
一
一
、「
逆
説
の
現
代
史
」

『
二
一
世
紀
、
大
転
換
期
の
国
際
社
会
』、
分
担
執
筆
「
ロ
シ
ア
の
正
教
和
解
は
な
ぜ
実
現
し
た
か
」、
二
〇
一
九
年
一
月
、
法
律
文
化
社
、



法
学
志
林　

第
一
一
七
巻　

第
三
・
四
号
合
併
号 

一
六

担
当
範
囲
…
第
九
章

『
ロ
シ
ア
正
教
古
儀
式
派
の
歴
史
と
文
化
』、
分
担
執
筆
、
二
〇
一
九
年
一
月
、
明
石
書
房
、
担
当
範
囲
…
「
第
七
章
、
レ
ー
ニ
ン
と
古
儀

式
派
」

N
obuo Shim

otom
ai and D

m
itri Strelitsov, A

 history of R
usso-Japanese relations: over tw

o centuries of cooper-

ation and com
petition

（B
rill ’s Japanese studies library; volum

e 66

）, B
rill, 2019

Ⅱ　

翻　

訳

『
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
権
力
の
時
代
』、
単
訳
、
昭
和
五
五
年
七
月
、
お
茶
の
水
書
房
、
ロ
イ
・
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ

『
我
々
の
家
ユ
ー
ラ
シ
ア
』、
そ
の
他
、
一
九
九
九
年
二
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
ヌ
ル
ブ
ル
タ
ン
・
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ

『
朝
鮮
戦
争
の
謎
と
真
実
』、
金
成
浩
と
監
訳
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
、
草
思
社

『
金
正
日
に
悩
ま
さ
れ
る
ロ
シ
ア
』、
共
訳
、
二
〇
〇
四
年
五
月
、
草
思
社
、
ア
ン
ド
レ
イ
・
ペ
ト
ロ
フ

『
激
動
の
十
年
』、
原
田
長
樹
と
共
訳
、
二
〇
〇
五
年
六
月
、
Ｌ
Ｈ
洋
光
出
版
、
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ

『
ス
タ
ー
リ
ン
か
ら
金
日
成
へ
』、
共
訳
、
二
〇
一
一
年
一
月
、
法
政
大
学
出
版
局
、
ア
ン
ド
レ
イ
・
ラ
ン
コ
フ
著
、
石
井
知
章
、
下
斗
米

伸
夫
（
共
訳
）

『
共
産
主
義
の
興
亡
』、
監
訳
、
二
〇
一
二
年
九
月
、
中
央
公
論
新
社
、
ア
ー
チ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
著
、（
共
訳
）
伊
熊
幹
雄
、
小
田
健
、
飯

島
一
孝
、
石
郷
岡
建
、
大
野
正
美

Ⅲ　

論
文
、
論
説
、
翻
訳



下
斗
米
伸
夫
教
授　

略
歴
・
業
績
一
覧 

一
七

ソ
ビ
エ
ト
経
済
制
度
の
出
現
（R

.W
. D

avies

の
翻
訳
）、
一
九
七
七
年
一
二
月
、『
思
想
』、
六
四
二
号
、
一
七
七
六
│
一
七
九
四
頁

ソ
ビ
エ
ト
労
働
者
階
級
の
社
会
構
造
（
一
九
二
五
│
一
九
二
八
年
）、
一
九
七
八
年
一
一
月
、『
成
蹊
法
学
』、
一
三
巻
二
五
一
│
二
九
五

頁ソ
ビ
エ
ト
労
働
組
合
（
一
九
二
五
│
一
九
二
八
年
）
│
伝
達
紐
帯
の
政
治
構
造
（
一
）、
一
九
七
九
年
八
月
、『
国
家
学
会
雑
誌
』、
九
二

巻
三
／
四
号
一
│
三
七
頁

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
研
究
の
視
角
と
方
法
、
一
九
八
〇
年
三
月
、『
歴
史
学
研
究
』、
四
七
八
巻
三
五
│
四
一
頁

ソ
ビ
エ
ト
労
働
組
合
（
一
九
二
五
│
一
九
二
八
年
）
│
伝
達
紐
帯
の
政
治
構
造
（
二
）、
一
九
八
〇
年
五
月
、『
国
家
学
会
雑
誌
』、
九
三

巻
三
／
四
号
六
五
│
一
二
七
頁

ソ
ビ
エ
ト
労
働
組
合
（
一
九
二
五
│
一
九
二
八
年
）
│
伝
達
紐
帯
の
政
治
構
造
（
三
）、
一
九
八
〇
年
五
月
、『
国
家
学
会
雑
誌
』、
九
三

巻
五
・
六
号
六
五
│
一
二
七
頁

ソ
ビ
エ
ト
外
交
と
そ
の
内
部
批
判
者
、
一
九
八
〇
年
一
一
月
、『
世
界
』、
一
二
月
号
一
七
五
│
一
八
七
頁

ク
バ
ン
事
件
覚
書
き
（
一
）、
一
九
八
一
年
八
月
、『
成
蹊
法
学
』、
一
八
巻
一
三
九
│
二
〇
五
頁

ク
バ
ン
事
件
覚
書
き
（
二
完
）、
一
九
八
二
年
三
月
、『
成
蹊
法
学
』、
一
九
巻
一
│
七
三
頁

モ
ス
ク
ワ
に
お
け
る
「
右
翼
反
対
派
」
の
敗
北
、
一
九
八
二
年
九
月
、『
ソ
ビ
エ
ト
史
研
究
会
報
告
』
第
一
集
一
巻
八
七
│
一
二
九
頁

ス
タ
ー
リ
ン
政
治
体
制
下
の
地
方
統
治
機
構
、
一
九
八
三
年
九
月
、『
成
蹊
法
学
』、
二
一
巻
二
一
│
八
五
頁

D
efeat of T

he R
ight O

position in M
oscow

 Party O
rganization: 1928; 1983, “Japanese Slavic and E

ast E
uropean 

studies ”, vol. 4, pp. 15

─34.

A
 N

ote on the K
uban A

ff air

（1932

─1933

）: T
he crisis of kolkhoz agriculture in the N

orth Caucasus, 1983, “A
cta 



法
学
志
林　

第
一
一
七
巻　

第
三
・
四
号
合
併
号 

一
八

Slavica Iaponica ”, vol. 1, pp. 39

─56.

Springtim
e for the politotdel, 1985, “A

cta Slavica Iaponica ”, vol. 4., pp. 1

─34.
社
会
主
義
の
「
矛
盾
」
論
争
（
一
九
八
一
│
八
四
年
）、
一
九
八
六
年
『
国
際
政
治
（
ソ
連
圏
諸
国
の
内
政
と
外
交
）』、
第
八
一
号
、
九

七
│
一
一
四
頁

非
ス
タ
ー
リ
ン
化
と
ソ
ビ
エ
ト
政
治
体
制
│
州
第
一
書
記
と
政
治
文
化
、
一
九
八
七
年
六
月
、『
ソ
ビ
エ
ト
史
研
究
会
報
告
』、
第
三
集
、

三
巻
二
三
│
三
七
頁

英
国
の
ソ
連
研
究
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
、『
ソ
連
研
究
』、
五
号
五
一
│
五
七
頁

第
五
章　

改
革
運
動
│
権
力
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
そ
し
て
知
識
人
た
ち
、（
ピ
ー
タ
ー
・
ジ
ュ
ビ
ラ
ー
、
木
村
汎
編
、『
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
』）、
一
九
八
九
年
一
月
、
一
五
五
│
一
七
八
頁

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
「
歴
史
の
見
直
し
」
の
文
脈
、
一
九
八
九
年
四
月
、『
ロ
シ
ア
史
研
究
』、
四
七
巻
七
〇
│
七
五
頁

権
力
分
立
│
ソ
連
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
、『
比
較
法
研
究
』、
第
五
二
号
四
八
│
五
八
頁

Lenin i partiino-gosudarstvennaya sistem
a, “Lenin i X

X
 vek ”, M

, 1991 pp. 120

─126.

ソ
連
邦
崩
壊
の
中
の
共
産
党　

一
九
九
〇
│
九
一
│
社
会
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
分
解
を
中
心
に
、
一
九
九
二
年
、『
国
際
政
治
』、
九
九

巻
、
二
二
│
三
六
頁

新
連
邦
の
現
在
と
将
来
、
一
九
九
二
年
一
月
、『
尾
崎
行
雄
記
念
財
団
』、
一
〇
五
号
一
│
五
七
頁

Ｃ
Ｉ
Ｓ
│
統
合
と
分
解
、
一
九
九
三
年
三
月
、『
年
報
政
治
学
』、
四
四
巻
一
八
七
│
二
〇
一
頁

旧
超
大
国
の
国
際
関
係
、
一
九
九
三
年
三
月
、『
世
紀
間
の
世
界
政
治
』、
日
本
評
論
社
、
第
一
巻

民
主
化
、
革
命
、
そ
し
て
移
行
、
一
九
九
三
年
五
月
、『
社
会
科
学
の
方
法　

八
│
政
治
空
間
の
変
容
』
岩
波
書
店
、
一
五
二
│
一
八
七



下
斗
米
伸
夫
教
授　

略
歴
・
業
績
一
覧 

一
九

頁「
秩
序
と
し
て
の
社
会
主
義
」
の
終
焉
、
共
著
、
一
九
九
三
年
一
一
月
、
坂
本
義
和
編
著
『
世
界
政
治
の
構
造
変
貌
』
第
一
巻　

岩
波
書

店
、
二
四
五
│
三
一
八
頁

ロ
シ
ア
政
治
と
地
域
主
義
、
共
著
、
一
九
九
三
年
一
一
月
、
講
座
ス
ラ
ブ
の
世
界
⑧　
『
ス
ラ
ブ
の
政
治
』
弘
文
堂

エ
ス
ノ
革
命
の
終
焉
と
エ
ス
ノ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
（
単
著
）、
一
九
九
五
年
一
月
、
北
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー

T
he Y

eltsin Phenom
enon, “W

aseda Political Studies ”, vol, 26, 1995, pp. 83

─108.

ロ
シ
ア
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
改
革
の
現
状
と
そ
の
課
題
│
政
治
の
変
革
、
一
九
九
五
年
一
二
月
、『
南
山
大
学
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
セ
ン
タ
ー
報
』

創
刊
号
、
一
巻
一
三
│
二
二
頁

一
九
九
五
年
一
二
月
、
下
院
議
員
選
挙
、
一
九
九
六
年
一
月
、
北
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
（
北
大
・
札
幌
）

ロ
シ
ア
改
革
の
循
環
│
利
益
分
化
と
政
治
統
合
、
一
九
九
七
年
、『
ロ
シ
ア
・
東
欧
学
会
年
報
』、
一
九
九
七
巻
二
六
号
一
│
九
頁

Stalin and the R
ise of Japanese M

ilitarism
, 1931

─34

、
一
九
九
八
年
、『
法
学
志
林
』、
九
五
巻
三
号
一
│
二
五
頁

ロ
シ
ア
革
命
八
〇
周
年
・
上
下
、
一
九
九
八
年
一
一
│
一
二
号
、
Ｕ
Ｐ
、
二
〇
│
二
四
、
二
八
│
三
三
頁

ロ
シ
ア
改
革
研
究
へ
の
一
視
点
、
一
九
九
九
年
三
月
、『
日
本
比
較
政
治
学
会
年
報
』、
一
巻
七
七
│
九
五
頁

「
政
治
の
終
焉
」
か
ら
政
治
学
の
再
生
へ
│
ポ
ス
ト
・
ソ
連
の
政
治
学
、
一
九
九
九
年
三
月
、『
年
報
政
治
学
』、
五
〇
巻
一
九
│
三
四
頁

ロ
シ
ア
の
表
社
会
と
裏
社
会
、
一
九
九
九
年
七
月
、『
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
政
策
研
究
』、
四
〇
│
四
三
頁

逆
説
の
現
代
史
、
一
九
九
九
年
一
一
月
、『
ア
ス
テ
イ
オ
ン
』、
八
三
│
九
二
頁

裏
切
ら
れ
た
移
行
？
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
、『
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
』、
二
五
巻
三
│
九
頁

ロ
シ
ア
政
治
と
宗
教
、
二
〇
〇
二
年
六
月
、『
東
洋
学
術
研
究
』、
四
一
巻
一
号
一
三
一
│
一
五
一
頁



法
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号 

二
〇

戦
後
ソ
連
の
北
東
ア
ジ
ア
政
策
、
二
〇
〇
三
年
二
月
、『
法
学
志
林
』、
一
〇
〇
巻
二
号
二
七
│
六
一
頁

冷
戦
研
究
の
周
辺
、
二
〇
〇
四
年
、『
学
術
の
動
向
』、
九
巻
五
号
五
八
│
五
九
頁

モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
（
一
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
上
）、
二
〇
〇
五
年
一
月
、『
法
学
志
林
』、
一
〇
二
巻
二
号
三
七
│
六
四
頁

モ
ス
ク
ワ
外
相
会
議
（
一
九
四
五
年
一
二
月
）
再
考
（
下
）、
二
〇
〇
五
年
三
月
、『
法
学
志
林
』、
一
〇
二
巻
三
・
四
合
併
号
三
│
二
四

頁プ
ー
チ
ン
後
を
模
索
す
る
ロ
シ
ア
？
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、『
ロ
シ
ア
・
東
欧
研
究
』、
三
四
巻
一
四
│
二
五
頁

北
東
ア
ジ
ア
冷
戦
と
日
本
（
一
九
四
五
│
五
六
）、
二
〇
〇
五
年
九
月
、『
外
交
史
料
館
報
』、
一
九
巻
一
│
二
六
頁

ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
金
日
成
体
制
│
ソ
連
大
使
館
資
料
を
中
心
に
│
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
、『
法
学
志
林
』、
一
〇
三
巻
一
号
一
│
七
六

頁ア
ジ
ア
冷
戦
と
Ｇ
・
ケ
ナ
ン
、
二
〇
〇
六
年
一
月
八
日
、『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

G
eorge F. K

ennan and the Cold W
ar in A

sia
、
二
〇
〇
六
年
四
月
、“G

A
IK

O
 Forum

”

ロ
シ
ア
と
日
本
│
日
露
関
係
・
過
去
、
現
在
、
未
来
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
、『
日
露
戦
争
と
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
』（
山
梨
学
院
創
立
六
〇

周
年
記
念
誌
）

冷
戦
関
連
資
料　

鳩
山
訪
ソ
に
関
す
る
ソ
連
資
料
・
解
説
、
共
著
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
、『
法
学
志
林
』、
一
〇
四
巻
一
号
一
六
三
│
一

八
四
頁

ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
ア
ジ
ア
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
、『
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
』、
三
五
巻
四
二
│
四
六
頁

ス
タ
ー
リ
ン
批
判
の
地
政
学
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、『
ロ
シ
ア
・
東
欧
研
究
』、
三
五
巻
三
│
一
二
頁

権
力
と
所
有
・
ロ
シ
ア
型
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
を
め
ぐ
っ
て
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、『
ロ
シ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
調
査
月
報
』、
二
〇
〇
七
年
四
号
四
│
一



下
斗
米
伸
夫
教
授　

略
歴
・
業
績
一
覧 

二
一

五
頁

ロ
シ
ア
下
院
議
員
選
挙
と
プ
ー
チ
ン
政
治
体
制
の
変
容
、
二
〇
〇
八
年
四
月
、『
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
』、
四
二
号
一
二
三
│
一
四
七
頁

K
holodnaya voina v vostochnoi A

zii i ‘problem
 severnoi territorii ’ Polis, June 2008, pp. 11

─22.

メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
・
プ
ー
チ
ン
の
二
頭
政
治
、
二
〇
〇
八
年
七
月
、『
国
際
問
題
』、
二
〇
〇
八
巻
七
／
八
号
一
〇
│
二
〇
頁

二
つ
の
ロ
シ
ア
│
古
儀
式
派
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
国
家
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
、『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』、
四
三
巻
四
一
│

七
八
頁

Pyeongyang in 1956, “Cold W
ar International H

istory Project B
ulletin

”, W
ashington, N

o. 16, D
ecem

ber 2008, 

pp. 455

─63.

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
（
二
）
タ
ン
デ
ム
ク
ラ
シ
ー
詩
論
│
ロ
シ
ア
政
治
に
お
け
る
制
度
化
と
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」、
二
〇

〇
九
年
二
月
、『
未
来
』、
五
〇
九
号
二
四
│
三
二
頁

新
・「
危
機
の
二
〇
年
」
ソ
連
崩
壊
二
〇
周
年
に
寄
せ
て
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、『
ロ
シ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
調
査
月
報
』、
五
六
号
一
│
一
〇
頁

史
料
が
語
る
日
本
外
交
（
五
）
連
合
国
ソ
連
代
表
部
代
表
ヤ
コ
フ
・
マ
リ
ク
、
二
〇
一
〇
年
一
月
、『
外
交
』、
九
四
│
九
六
頁

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
ロ
シ
ア
の
変
容
と
プ
ー
チ
ン
新
体
制
の
今
後
」（
Ｔ
・
コ
ル
ト
ン
と
）、
二
〇
一
〇
年
一
月
、『
国
際
問
題
』、
六
一
三
号

一
│
七
頁

プ
ー
チ
ン
Ⅱ　

保
守
的
改
革
の
再
登
場
と
課
題
、
二
〇
一
〇
年
一
月
、『
国
際
問
題
』、
六
一
三
号
八
│
一
五
頁

日
ロ
関
係
か
ら
見
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
力
、
二
〇
一
一
年
九
月
、ER

IN
A
 R

eport, pp. 57

─59.

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
の
政
治
エ
リ
ー
ト
（
一
九
九
二
│
二
〇
一
四
）、
二
〇
一
四
年
、『
ロ
シ
ア
・
東
欧
研
究
』、
二
〇
一
四
巻

四
三
号
二
一
│
四
二
頁
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二
二

B
olsheviks, Soviets and O

ld B
elievers, “Japanese Slavic and E

ast E
uropean Studies ”, vol. 35, M

arch 2015, pp. 23
─43.古

儀
式
派
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
、
二
〇
一
七
年
四
月
、『
法
学
新
報
』、
一
二
四
巻
一
・
二
号
一
六
九
│
二
〇
一
頁

労
働
組
合
論
争
・
再
論
│
古
儀
式
派
と
ソ
ビ
エ
ト
体
制
の
角
度
か
ら
（
前
半
）、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
、『
法
学
志
林
』、
一
一
四
巻
二
号

二
一
九
│
二
六
七
頁

労
働
組
合
論
争
・
再
論
│
古
儀
式
派
と
ソ
ビ
エ
ト
体
制
の
角
度
か
ら
（
後
半
）、
二
〇
一
八
年
三
月
、『
法
学
志
林
』、
一
一
四
巻
三
号
二

一
九
│
二
六
七
頁

中
ソ
対
立
と
金
日
成
（
一
九
五
六
年
│
一
九
七
二
年
）、
二
〇
一
九
年
二
月
、『
法
学
志
林
』、
一
一
六
巻
二
・
三
合
併
号
一
四
一
│
一
七

六
頁

日
ロ
関
係　

歴
史
と
現
代
、
二
〇
一
九
年
六
月
、
経
済
倶
楽
部
講
演
録
、
六
八
│
一
〇
九
頁

富
田
武
氏
の
拙
著
へ
の
書
評
に
関
連
し
て
、
二
〇
一
九
年
九
月
、『
ロ
シ
ア
史
研
究
』、
一
〇
三
巻
九
六
│
一
〇
三
頁

Ⅳ　

エ
ッ
セ
ー
・
書
評
そ
の
他

書
評
、
ロ
イ
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
デ
フ
『
社
会
主
義
的
民
主
主
義
論
』、
一
九
七
四
年
四
月
、『
ロ
シ
ア
史
研
究
』、
二
二
巻
八
七
│
九
〇
頁

ソ
ビ
エ
ト
の
「
政
治
」
と
「
文
化
」
│
最
近
の
三
つ
の
事
例
か
ら
、
一
九
七
八
年
一
一
月
、『
み
す
ず
』、
一
四
│
二
五
頁

ブ
ハ
ー
リ
ン
復
権
運
動
の
歴
史
的
意
味
、
一
九
七
八
年
一
一
月
二
四
日
、『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、
二
七
│
三
二
頁

ネ
ク
リ
ッ
チ
│
あ
る
異
論
派
歴
史
家
の
近
業
、
一
九
七
九
年
六
月
、『
創
文
』、
一
八
六
巻
一
二
│
一
五
頁

ス
タ
ー
リ
ン
主
義
研
究
の
視
角
と
方
法
、
一
九
八
〇
年
三
月
、『
歴
史
学
研
究
』、
四
七
八
号
三
五
│
四
一
頁



下
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米
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夫
教
授　

略
歴
・
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績
一
覧 

二
三

ソ
ビ
エ
ト
外
交
と
そ
の
内
部
批
判
者
、
一
九
八
〇
年
一
二
月
、『
世
界
』、
一
七
五
│
一
八
七
頁

も
し
集
団
化
が
な
か
っ
た
ら
ソ
連
は
（
上
）、
一
九
八
二
年
一
一
月
、
Ｕ
Ｐ
、
一
二
一
巻
一
一
号
二
七
│
三
一
頁

政
治
・
文
化
を
停
滞
さ
せ
た
「
回
想
録
志
向
」
の
安
定
社
会
、
一
九
八
二
年
一
一
月
二
六
日
、『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、
七
五
│
七
九
頁

も
し
集
団
化
が
な
か
っ
た
ら
ソ
連
は
…
、
一
九
八
二
年
一
二
月
、
Ｕ
Ｐ
、
一
二
二
号
二
五
│
二
九
頁

座
談
会
、
軍
縮
の
枠
組
み
ど
う
修
復
、
岩
島
久
夫
、
鴨
武
彦
と
座
談
会
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
一
四
日
、『
朝
日
新
聞
』

こ
ち
ら
モ
ス
ク
ワ
、
一
九
八
五
年
一
一
月
、
Ｕ
Ｐ
、
一
六
九
号
二
二
│
二
五
頁

岐
路
に
立
つ
ソ
連
政
治
（
上
）、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
体
制
│
継
承
か
、
転
換
か
、
一
九
八
六
年
一
月
、『
世
界
』、
一
七
二
│
一
九
〇
頁

Ｇ
オ
ー
ウ
ェ
ル
は
ソ
連
で
い
か
に
読
ま
れ
た
か
、
岐
路
に
立
つ
ソ
連
政
治
（
中
）、
一
九
八
六
年
二
月
、『
世
界
』、
一
一
六
│
一
二
九
頁

ソ
連
の
今
後
を
占
う
、
一
九
八
六
年
三
月
一
一
日
、『
読
売
新
聞
』、
夕
刊
文
化
欄

体
制
革
新
の
政
治
学
│
岐
路
に
立
つ
ソ
連
政
治
（
下
）、
一
九
八
六
年
五
月
、『
世
界
』、
二
一
四
│
二
三
一
頁

舞
台
も
役
者
も
装
置
も
変
わ
っ
た
、
一
九
八
六
年
一
二
月
、『
世
界
』、
二
一
四
│
二
三
一
頁

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
治
、
世
論
と
手
続
き
、
一
九
八
七
年
一
月
、『
現
代
の
理
論
』、
二
三
三
号
一
七
│
二
七
頁

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
、
一
九
八
七
年
五
月
、『
世
界
』、
一
九
八
七
巻
〇
五
号
一
二
〇
│
一
三
三
頁

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
「
第
二
革
命
」
の
テ
ン
ポ
と
展
望
、
一
九
八
七
年
七
月
、『
現
代
の
理
論
』、
二
三
九
巻
五
│
一
四
頁

英
国
の
ソ
連
研
究
│
経
験
主
義
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
間
、
一
九
八
七
年
、『
ソ
連
研
究
』、
一
〇
号
五
一
│
五
七
頁

歴
史
の
見
直
し　

進
め
る
ソ
連
、
白
井
久
也
と
の
対
談
、
一
九
八
七
年
九
月
一
七
日
、『
朝
日
新
聞
』

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
を
ど
う
見
る
か
」、
一
九
八
七
年
九
月
二
七
日
、『
産
経
新
聞
』

歴
史
の
見
直
し
進
め
る
ソ
連
、
一
九
八
七
年
九
月
、『
朝
日
新
聞
』



法
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第
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一
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第
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四
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二
四

政
治
改
革
と
経
済
改
革
の
間
│
ラ
ス
ロ
・
サ
ム
エ
リ
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
一
九
八
七
年
一
一
月
、『
世
界
』、
一
九
八
七
巻
一
一
号

ソ
連
社
会
主
義
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
一
九
八
七
年
一
一
月
一
七
日
、『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』、
二
〇
│
二
五
頁

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
政
治
改
革
：
一
九
八
八
、
北
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
、
一
九
八
八
年
二
月
三
日

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
は
後
退
し
た
の
か
、
一
九
八
八
年
一
月
、『
世
界
』、
一
〇
│
一
四
頁

「
新
し
い
思
考
」
で
弾
み
つ
く
ソ
連
外
交
、
一
九
八
八
年
四
月
一
二
日
、『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』、
六
〇
│
六
六
頁

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
新
し
さ
」、
一
九
八
八
年
六
月
二
一
日
、『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
、
文
化
欄

試
練
の
ソ
連
政
治
改
革
、
一
九
八
八
年
七
月
六
日
、『
読
売
新
聞
』
夕
刊
、
文
化
欄

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
政
治
改
革
、
一
九
八
八
年
七
月
一
四
日
、『
山
陽
新
聞
』

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
見
聞
記
、
一
九
八
八
年
八
月
、『
公
明
』
新
聞
、
五
頁

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
「
新
し
い
思
考
」、
一
九
八
八
年
一
〇
月
、『
中
国
研
究
月
報
』、
一
八
│
二
七
頁

「
政
治
学
的
思
考
」
の
復
権
、
一
九
八
八
年
一
一
月
、『
世
界
』、
二
五
〇
│
二
六
四
頁

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
、
一
九
八
八
年
一
一
月
、『
社
会
運
動
』、
一
〇
四
巻
二
│
二
七
頁

モ
ス
ク
ワ
一
九
八
八
年
夏
、
一
九
八
八
年
一
一
月
、『
国
際
交
流
』、
四
八
巻
六
二
│
六
五
頁

中
ソ
和
解
の
歴
史
的
意
義
、
一
九
八
八
年
一
二
月
、『
現
代
の
理
論
』、
五
│
一
九
頁

外
交
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
東
ア
ジ
ア
に
移
っ
た
、
一
九
八
八
年
一
二
月
二
七
日
、『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』、
一
二
│
一
八
頁

選
挙
・
党
・
大
統
領
│
危
機
の
中
の
政
治
変
動
、
一
九
八
九
年
三
月
二
二
日
、『
朝
日
新
聞
』

転
換
点
の
な
か
の
中
ソ
和
解
、
一
九
八
九
年
五
月
二
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

座
談
会　

東
か
ら
の
『
国
際
政
治
』
変
化
の
風
、
鴨
武
彦
、
岩
島
久
夫
、
一
九
八
九
年
五
月
、『
朝
日
新
聞
』
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体
制
立
て
直
し
を
図
る
三
〇
年
目
の
春
、
一
九
八
九
年
五
月
、『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、
七
五
│
七
九
頁

東
側
か
ら
国
際
政
治
変
革
の
嵐
（
座
談
会
、
中
嶋
嶺
雄
、
永
井
陽
之
助
、
鹿
取
泰
衛
と
）、
一
九
八
九
年
五
月
一
九
日
、『
朝
日
新
聞
』

政
治
改
革
、
一
九
八
九
年
五
月
、『
平
和
経
済
』、
四
二
│
五
一
頁

中
ソ
和
解
の
歴
史
的
課
題
、
一
九
八
九
年
五
月
二
六
日
、『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、
七
五
│
七
九
頁

今
後
の
中
国
情
勢
は
│
苦
悩
す
る
中
国
（
一
）、
一
九
八
九
年
六
月
六
日
、『
東
京
大
学
新
聞
』、
二
七
二
九
巻

ソ
連　

社
会
多
元
化
の
な
か
の
改
革
、
一
九
八
九
年
六
月
二
二
日
、『
読
売
新
聞
』

高
く
つ
い
た
対
米
重
視
外
交
│
グ
ロ
ム
イ
コ
外
交
、
一
九
八
九
年
七
月
四
日
、『
北
海
道
新
聞
』

多
元
化
革
命
の
中
の
ソ
連
・
上
、
一
九
八
九
年
七
月
、『
世
界
』、
一
五
三
│
一
六
七
頁

多
元
化
革
命
の
中
の
ソ
連
・
下
、
一
九
八
九
年
八
月
、『
世
界
』、
一
〇
五
│
一
一
八
頁

党
改
革
の
正
念
場
を
迎
え
た
ソ
連
、
一
九
八
九
年
九
月
二
六
日
、『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』、
二
七
│
三
一
頁

社
会
主
義
の
変
容
（
五
）
│
大
衆
が
改
革
担
う
、
一
九
八
九
年
一
〇
月
五
日
、『
中
国
新
聞
』

社
会
主
義
の
変
容
（
六
）、
一
九
八
九
年
一
〇
月
六
日
、『
中
国
新
聞
』

社
会
主
義
の
変
容
│
過
渡
期
の
課
題
が
一
挙
に
噴
出
、
一
九
八
九
年
一
〇
月
一
三
日
、『
京
都
新
聞
』

ソ
連
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
問
題
点
、
一
九
八
九
年
一
一
月
、『
月
刊
社
会
党
』、
一
四
四
│
一
五
〇
頁

バ
ル
ト
「
民
族
」
問
題
の
政
治
学
、
一
九
八
九
年
一
一
月
、『
世
界
』、
五
七
│
六
八
頁

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
革
命
・
一
〇
の
テ
ー
ゼ
、
一
九
八
九
年
一
一
月
、『
月
刊
ア
サ
ヒ
』

「
書
評
・
グ
ロ
ム
イ
コ
回
想
録
」、
一
九
八
九
年
一
二
月
四
日
、『
公
明
新
聞
』

ヤ
ル
タ
の
壁
は
崩
れ
た
の
か
、
鼎
談
、
鴨
武
彦
、
高
橋
進
、
一
九
九
〇
年
一
月
、『
世
界
』、
二
三
四
│
二
四
七
頁
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ソ
連
邦
人
民
代
議
員
地
域
間
グ
ル
ー
プ
の
綱
領
へ
の
テ
ー
ゼ
、
一
九
九
〇
年
一
月
、『
月
刊
社
会
党
』、
七
二
│
八
三
頁
（
共
訳
）

改
革
の
嵐
、
広
く
深
く
（
座
談
会
、
佐
藤
経
明
、
鴨
武
彦
、
村
上
薫
）、
一
九
九
〇
年
一
月
一
二
日
、『
山
形
新
聞
』

改
革
批
判
強
め
る
保
守
派
│
新
た
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
台
頭
、
一
九
九
〇
年
二
月
二
日
、『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、
一
〇
七
│
〇
九
頁

直
言
、「
東
欧
、
真
の
改
革
は
経
済
改
革
」、
一
九
九
〇
年
二
月
六
日
、『
山
形
新
聞
』

生
き
残
り
か
け
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
決
断
、
一
九
九
〇
年
二
月
二
七
日
、『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』、
四
六
│
四
九
頁

直
言
、「
託
さ
れ
た
民
主
化
へ
の
力
」、
一
九
九
〇
年
三
月
二
六
日
、『
山
形
新
聞
』

新
二
月
革
命
の
下
の
ソ
連
、
一
九
九
〇
年
四
月
、『
世
界
』、
二
三
│
二
五
頁

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
五
年
、
そ
の
概
観
、
一
九
九
〇
年
四
月
、『
ソ
連
研
究
』、
五
│
二
四
頁

ソ
連
の
政
治
改
革
、
新
段
階
に
、
一
九
九
〇
年
四
月
一
三
日
、『
北
海
道
新
聞
』

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
危
機
の
中
の
選
択
、
一
九
九
〇
年
五
月
、『
世
界
』
二
二
六
│
二
三
六
頁

ド
イ
ツ
統
一
問
題
の
位
相
、
一
九
九
〇
年
五
月
八
日
、『
山
形
新
聞
』

転
換
点
の
な
か
の
中
ソ
和
解
、
一
九
九
〇
年
五
月
一
七
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
米
ソ
主
導
、
変
わ
る
世
界
」、
一
九
九
〇
年
六
月
五
日
、『
山
形
新
聞
』

政
治
党
支
配
の
起
源
と
終
焉
、
一
九
九
〇
年
六
月
二
〇
日
、『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、
二
六
│
二
九
頁

直
言
、「
西
に
も
試
練
、
東
欧
の
改
革
」、
一
九
九
〇
年
七
月
九
日
、『
山
形
新
聞
』

脱
共
産
党
の
ソ
連
政
治
（
上
）、
一
九
九
〇
年
九
月
、『
世
界
』、
一
五
二
│
一
六
三
頁

新
時
代
を
迎
え
る
日
ソ
、
一
九
九
〇
年
九
月
八
日
、『
北
海
道
新
聞
』

直
言
、「
日
本
の
援
助
」、
一
九
九
〇
年
九
月
二
〇
日
、『
山
形
新
聞
』
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ポ
ス
ト
共
産
党
の
ソ
連
政
治
（
下
）、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
、『
世
界
』、
一
五
二
│
一
六
三
頁

直
言
、「
ソ
連
改
革
に
拠
点
支
援
」、
一
九
九
〇
年
一
一
月
五
日
、『
山
形
新
聞
』

危
機
の
中
の
政
治
改
革
│
非
常
事
態
色
が
強
い
新
連
邦
条
約
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
二
五
日
、『
世
界
週
報
』、
一
八
│
二
一
頁

「
ポ
ス
ト
・
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
」
の
ソ
連
と
日
本
、
一
九
九
一
年
一
月
、『
潮
』、
八
二
│
九
一
頁

直
言
、「
異
文
化
と
の
対
話
重
視
」、
一
九
九
一
年
一
月
七
日
、『
山
形
新
聞
』

視
点
、
一
九
九
一
年
一
月
、『
週
刊
東
洋
経
済
』、
一
頁

直
言
、「
九
一
年
転
換
す
る
世
界
」、
一
九
九
一
年
一
月
、『
山
形
新
聞
』

バ
ル
ト
民
族
問
題
の
政
治
学
、
一
九
九
一
年
二
月
、『
世
界
』、
九
六
│
一
〇
九
頁

直
言
、「
予
断
許
さ
ぬ
ソ
連
情
勢
」、
一
九
九
一
年
二
月
一
九
日
、『
山
形
新
聞
』

保
守
派
、
改
革
派
と
も
手
詰
ま
り
の
ソ
連
危
機
、
一
九
九
一
年
二
月
、『
週
刊
東
洋
経
済
』
一
頁

湾
岸
戦
争
と
バ
ル
ト
の
危
機
、
一
九
九
一
年
四
月
七
日
、『
熊
本
日
日
新
聞
』

『
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
』
は
終
わ
っ
た
、
一
九
九
一
年
二
月
八
日
、『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、
二
二
│
二
五
頁

謎
に
包
ま
れ
た
第
一
七
回
共
産
党
大
会
、
一
九
九
一
年
二
月
、『
歴
史
読
本
』、
一
二
二
│
一
二
七
頁

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
│
中
断
か
、
転
換
か
、
一
九
九
一
年
三
月
、『
世
界
』、
九
六
│
一
〇
九
頁

日
ソ
の
世
論
、
現
実
性
も
、
一
九
九
一
年
三
月
、『
読
売
新
聞
』

ソ
連
権
力
政
治
の
転
機
、
一
九
九
一
年
三
月
、Fai,

一
八
巻
六
│
九
頁

世
界
の
「
安
定
」
脅
か
す
「
改
革
」
の
遅
れ
│
ジ
レ
ン
マ
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
、
一
九
九
一
年
三
月
、『
公
明
』、
七
二
│
七
八
頁

直
言
、「
日
ソ
が
協
力
、
未
来
開
く
」、
一
九
九
一
年
四
月
一
一
日
、『
山
形
新
聞
』
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外
務
省
に
任
せ
て
お
け
な
い
私
の
領
土
問
題
処
方
箋
、
一
九
九
一
年
四
月
一
二
日
、『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、
一
一
│
一
五
頁

ソ
連
外
交
と
日
本
、
一
九
九
一
年
五
月
、『
軍
縮
問
題
資
料
』、
一
二
六
巻
六
│
一
頁

森
本
忠
夫
、
木
村
汎
、
田
畑
伸
一
郎
、
緊
急
座
談
会
、「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
来
日
と
日
ソ
関
係
の
新
展
開
」、
一
九
九
一
年
六
月
、『
潮
』

日
ソ
関
係
の
新
段
階
、
一
九
九
一
年
六
月
、『
公
明
新
聞
』、
五
頁

ソ
連
政
治
の
あ
ら
た
な
座
標
、
一
九
九
一
年
六
月
、『
世
界
』、
三
四
│
四
九
頁

月
曜
評
論
、「
再
び
対
ソ
和
解
の
季
節
」、
一
九
九
一
年
六
月
一
〇
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
対
ソ
支
援
は
世
界
の
流
れ
」、
一
九
九
一
年
六
月
二
〇
日
、『
山
形
新
聞
』

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
訪
日
の
意
味
、
一
九
九
一
年
六
月
、『
公
明
』、
七
〇
│
七
六
頁

ペ
レ
デ
ィ
シ
カ
か
ペ
レ
ボ
ロ
ト
か
？
│
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
危
機
、
一
九
九
一
年
七
月
、『
国
際
問
題
』、
四
二
│
四
六
頁

9
プ
ラ
ス
1
と
Ｇ
7
プ
ラ
ス
1
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
、
一
九
九
一
年
九
月
、『
世
界
』
二
四
一
│
二
五
五
頁

直
言
、「
国
連
加
盟
半
島
統
一
へ
の
礎
石
」、
一
九
九
一
年
八
月
一
五
日
、『
山
形
新
聞
』

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
の
権
威
失
墜
、
一
九
九
一
年
八
月
二
二
日
、『
北
海
道
新
聞
』

月
曜
評
論
、「
ク
ー
デ
タ
ー
の
後
」、
一
九
九
一
年
九
月
二
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

共
産
党
瓦
解
後
の
ソ
連
新
政
治
地
図
を
読
む
、
一
九
九
一
年
九
月
三
日
、『
世
界
週
報
』
二
六
│
二
九
頁

ソ
連
邦
を
解
体
す
る
新
ロ
シ
ア
革
命
、
一
九
九
一
年
九
月
六
日
、『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、
四
│
一
二
頁

ど
こ
へ
行
く
ソ
連
│
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
の
世
紀
の
終
焉
、
一
九
九
一
年
九
月
、『
朝
日
新
聞
』

エ
リ
ツ
ィ
ン
新
政
治
体
制
の
強
さ
と
弱
さ
、
一
九
九
一
年
九
月
一
〇
日
、『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
誌
、
五
五
│
五
九
頁

エ
リ
ツ
ィ
ン
体
制
の
カ
ギ
を
握
る
ロ
シ
ア
議
会
、
一
九
九
一
年
九
月
一
七
日
、『
世
界
週
報
』、
二
〇
│
二
三
頁
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直
言
、「
世
界
」
変
え
る
ソ
連
の
改
革
」、
一
九
九
一
年
九
月
二
四
日
、『
山
形
新
聞
』

新
ロ
シ
ア
革
命
は
ど
う
展
開
す
る
か
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
、『
世
界
』、
二
一
│
三
一
頁

ロ
シ
ア
民
主
化
革
命
論
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
、『
月
刊
社
会
党
』、
一
六
二
│
六
七
頁

「
主
権
国
家
連
邦
」
成
立
の
条
件
は
何
か
、
ソ
連
無
き
世
界
特
集
、
一
九
九
一
年
一
一
月
、『
世
界
』、
六
九
│
八
〇
頁

直
言
、「
冷
戦
後
の
焦
点
、
民
族
問
題
」、
一
九
九
一
年
一
二
月
九
日
、『
山
形
新
聞
』

悲
劇
の
政
治
家
│
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
、『
週
刊
読
売
』、
八
六
│
八
九
頁

連
邦
か
ロ
シ
ア
か
、
一
九
九
一
年
一
一
月
一
二
日
、『
世
界
週
報
』、
二
四
│
二
八
頁

ソ
連
・
激
震
の
後
の
外
交
、
軍
事
、
経
済
、
一
九
九
一
年
一
一
月
、『
実
業
の
日
本
』、
六
八
│
七
二
頁

大
転
換
を
迎
え
た
新
連
邦
と
日
本
、
一
九
九
一
年
一
一
月
、『
軍
縮
問
題
資
料
』、
一
三
二
巻
八
│
一
三
頁

新
思
考
外
交
を
こ
え
て
、
一
九
九
一
年
一
二
月
、『
世
界
』、
一
三
二
│
一
三
九
頁

民
族
主
義
の
対
立
顕
在
化
も
、
一
九
九
一
年
一
二
月
三
日
、『
日
本
経
済
新
聞
』

ヤ
ブ
リ
ン
ス
キ
ー
対
談
、「
ソ
連
邦
解
体
と
今
後
の
展
望
」、
一
九
九
一
年
一
二
月
八
日
、『
東
京
新
聞
』

「
主
役
の
座
」
降
り
た
ソ
連
、
一
九
九
一
年
、『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』、
三
五
八
二
巻
四
六
│
四
七
頁

同
床
異
夢
の
共
同
体
、
一
九
九
一
年
一
二
月
二
三
日
、『
毎
日
新
聞
』

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
時
代
の
終
わ
り
、
一
九
九
一
年
一
二
月
二
五
日
、『
読
売
新
聞
』

「
中
央
の
調
整
機
能
」
が
焦
点
に
、
一
九
九
二
年
一
月
七
日
、『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』、
三
二
頁

混
迷
深
い
「
新
連
邦
」
の
行
方
、
一
九
九
二
年
一
月
、『
市
政
』、
四
一
巻
一
号
一
〇
八
│
一
一
一
頁

連
邦
は
死
ん
だ
、
ロ
シ
ア
ヘ
の
再
結
集
な
る
か
、
一
九
九
二
年
一
月
七
日
、『
世
界
週
報
』、
二
〇
│
二
三
頁
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三
〇

山
陽
時
評
、「
前
途
多
難
な
ロ
シ
ア
と
共
同
体
」、
一
九
九
二
年
一
月
、『
山
陽
新
聞
』

月
曜
評
論
、「
ソ
連
崩
壊
か
ら
ロ
シ
ア
へ
」、
一
九
九
二
年
一
月
一
八
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

綱
渡
り
の
独
立
国
家
共
同
体
、
一
九
九
二
年
二
月
、『
公
明
』、
一
四
│
二
一
頁

「
ポ
ス
ト
・
ソ
連
」
を
決
め
る
も
の
は
何
か
、
一
九
九
二
年
二
月
、『
世
界
』、
一
二
二
│
三
一
頁

日
曜
論
壇
、「
日
露
関
係
の
今
後
」、
一
九
九
二
年
二
月
二
日
、『
熊
本
日
日
新
聞
』

特
集
「
ソ
連
邦
消
滅
」、
一
九
九
二
年
三
月
、『
情
況
』、
三
巻
二
号
五
九
頁

直
言
、「
内
政
重
視
時
代
の
外
交
」、
一
九
九
二
年
二
月
一
七
日
、『
山
形
新
聞
』

エ
リ
ツ
ィ
ン
政
治
の
構
図
、
一
九
九
二
年
四
月
、『
世
界
』、
五
三
│
六
三
頁

月
曜
評
論
、「
ロ
シ
ア
と
エ
リ
ツ
ィ
ン
」、
一
九
九
二
年
四
月
二
〇
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
ロ
シ
ア
改
革
促
す
支
援
」、
一
九
九
二
年
四
月
二
一
日
、『
山
形
新
聞
』

ソ
連
邦
消
滅
に
お
け
る
変
化
と
持
続
の
関
係
（
書
評
論
文
）、
一
九
九
二
年
五
月
、『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』、
一
一
四
│
一
一
六
頁

連
邦
崩
壊
後
の
現
状
と
今
後
の
課
題
、
一
九
九
二
年
五
月
、『
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
』、
四
〇
│
五
八
頁

エ
リ
ツ
ィ
ン
現
象
、
一
九
九
二
年
五
月
、「
日
ロ
政
治
学
者
の
会
」
モ
ス
ク
ワ
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
財
団

直
言
、「
息
の
長
い
対
露
支
援
に
」、
一
九
九
二
年
六
月
二
三
日
、『
山
形
新
聞
』

月
曜
評
論
、「
不
安
定
な
エ
リ
ツ
ィ
ン
統
治
」、
一
九
九
二
年
七
月
一
三
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

旧
ソ
連
・
東
欧
問
題
と
積
極
的
平
和
、
一
九
九
二
年
七
月
、『
東
京
新
聞
』

直
言
、「
領
土
」
ロ
シ
ア
国
内
問
題
に
」、
一
九
九
二
年
八
月
二
五
日
、『
山
形
新
聞
』

日
曜
論
壇
、「
ロ
シ
ア
の
危
機
と
訪
日
」、
一
九
九
二
年
八
月
三
〇
日
、『
熊
本
日
日
新
聞
』
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エ
リ
ツ
ィ
ン
権
力
│
変
動
の
行
方
、
一
九
九
二
年
一
〇
月
、『
世
界
』、
一
二
二
│
三
二
頁

直
言
、「
日
ロ
関
係
と
ア
メ
リ
カ
」、
一
九
九
二
年
一
〇
月
二
二
日
、『
山
形
新
聞
』

エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
の
ロ
シ
ア
と
日
本
の
対
応
、
一
九
九
二
年
一
一
月
、『
潮
』、
九
六
│
一
〇
五
頁

月
曜
評
論
、
一
九
九
二
年
一
〇
月
五
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

「
肌
で
感
じ
た
ア
メ
リ
カ
上
」、
一
九
九
二
年
一
一
月
八
日
、『
公
明
新
聞
』

「
肌
で
感
じ
た
ア
メ
リ
カ
中
」、
一
九
九
二
年
一
一
月
一
五
日
、『
公
明
新
聞
』

「
肌
で
感
じ
た
ア
メ
リ
カ
下
」、
一
九
九
二
年
一
一
月
二
二
日
、『
公
明
新
聞
』

日
曜
論
壇
、「
現
地
に
み
た
米
新
政
権
」、
一
九
九
二
年
一
一
月
二
九
日
、『
熊
本
日
日
新
聞
』

直
言
、「
転
換
期
の
世
界
情
勢
」、
一
九
九
二
年
一
二
月
二
二
日
、『
山
形
新
聞
』

岐
路
に
立
つ
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
、
一
九
九
二
年
一
二
月
一
三
日
、『
山
陽
新
聞
』

日
曜
論
壇
、「
動
き
出
し
た
ク
リ
ン
ト
ン
外
交
」、
一
九
九
三
年
一
月
三
一
日
、『
熊
本
日
日
新
聞
』

ロ
シ
ア
選
挙
か
ら
新
連
邦
へ
、
一
九
九
三
年
一
月
、『
世
界
週
報
』

危
機
深
ま
っ
た
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
治
、
一
九
九
三
年
三
月
、『
岐
阜
新
聞
』

直
言
、「
米
国
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
」、
一
九
九
三
年
一
月
二
五
日
、『
山
形
新
聞
』

山
陽
時
評
、
一
九
九
三
年
三
月
一
四
日
、『
山
陽
新
聞
』

直
言
、「
混
迷
深
め
る
ロ
シ
ア
」、
一
九
九
三
年
三
月
三
〇
日
、『
山
形
新
聞
』

エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
の
〝
終
わ
り
の
始
ま
り
〞、
一
九
九
三
年
四
月
二
七
日
、『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

月
曜
評
論
、
国
民
投
票
後
の
ロ
シ
ア
、
一
九
九
三
年
四
月
二
〇
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』



法
学
志
林　

第
一
一
七
巻　

第
三
・
四
号
合
併
号 

三
二

JA
PA

N
’S R

ussia Policy and the O
ctober 1993 Sum

m
it

、
一
九
九
三
年
五
月
、
米
国
平
和
研
究
所　

国
際
会
議　

ワ
シ
ン
ト

ン政
治
不
安
は
構
造
的
、
一
九
九
三
年
三
月
三
〇
日
、『
北
海
道
新
聞
』

ポ
ス
ト
・
ソ
ビ
エ
ト
政
治
は
転
換
で
き
る
か
？
、
一
九
九
三
年
五
月
、『
世
界
』、
一
三
七
│
一
四
六
頁

国
民
投
票
後
の
焦
点
は
何
か
？
、
一
九
九
三
年
六
月
、『
世
界
』、
一
一
五
│
一
一
九
頁

モ
ス
ク
ワ
の
悲
劇
│
傷
つ
い
た
市
民
社
会
、
一
九
九
三
年
一
〇
月
五
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

エ
リ
ツ
ィ
ン
は
パ
ン
ド
ラ
の
ボ
ッ
ク
ス
を
開
け
た
、
一
九
九
三
年
一
一
月
一
六
日
、『
世
界
週
報
』、
一
〇
│
一
五
頁

ジ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
現
象
、
一
九
九
三
年
一
二
月
二
一
日
、『
熊
本
日
日
新
聞
』

両
極
分
解
は
危
険
な
状
況
、
一
九
九
三
年
一
二
月
一
四
日
、『
北
海
道
新
聞
』

ロ
シ
ア
・
Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
変
貌
、
一
九
九
三
年
一
二
月
、
南
山
大
学
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
所
開
所
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

エ
リ
ツ
ィ
ン
現
象
│
ゆ
ら
ぎ
か
ら
崩
壊
へ
？
、
一
九
九
四
年
二
月
、『
世
界
』、
一
〇
四
│
一
一
二
頁

ロ
シ
ア
を
失
っ
た
の
は
だ
れ
か
、
一
九
九
四
年
二
月
六
日
、
山
陽
時
評

熾
烈
な
ロ
シ
ア
の
権
力
闘
争
、
一
九
九
四
年
四
月
、『
ブ
リ
タ
ニ
カ
年
鑑
94
』

ボ
ス
ニ
ア
紛
争
と
国
連
、
一
九
九
四
年
五
月
一
日
、『
山
陽
新
聞
』

ポ
ス
ト
・
ソ
連
政
治
は
転
換
で
き
る
か
、
一
九
九
四
年
五
月
、『
世
界
』、
一
九
九
四
巻
五
号

ボ
ス
ニ
ア
の
内
乱
、
潮
流
94
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
八
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

ポ
ス
ト
冷
戦
の
断
層
（
一
）
│
改
革
の
暗
部
の
象
徴
ボ
ス
ニ
ア
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
一
三
日
、『
読
売
新
聞
』

ポ
ス
ト
冷
戦
の
断
層
（
二
）
│
ロ
シ
ア
改
革
の
幻
想
覚
め
た
米
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
一
三
日
、『
読
売
新
聞
』
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三
三

ポ
ス
ト
冷
戦
の
断
層
（
三
）
│
「
民
族
」
移
動
自
由
の
思
い
込
み
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
一
七
日
、『
読
売
新
聞
』

ポ
ス
ト
冷
戦
の
断
層
（
四
）
│
民
族
主
義
の
時
代
終
る
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
一
八
日
、『
読
売
新
聞
』

旧
ソ
連
の
民
族
問
題
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
、
日
本
平
和
学
会

ポ
ス
ト
冷
戦
の
断
層
（
五
）「
ド
リ
ナ
河
畔
で
の
旅
愁
」、
一
九
九
四
年
一
〇
月
一
九
日
、『
読
売
新
聞
』

直
言
、「
既
成
の
政
治
に
不
満
」、
一
九
九
四
年
一
一
月
一
四
日
、『
山
形
新
聞
』

エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
の
二
期
、
一
九
九
四
年
、『
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
年
鑑
』

日
露
関
係
を
ど
う
切
り
開
く
か
、
一
九
九
四
年
一
二
月
二
三
日
、『
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
チ
ェ
チ
ェ
ン
の
悲
劇
」、
一
九
九
五
年
一
月
二
六
日
、『
山
形
新
聞
』

チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
の
原
因
と
行
方
、
一
九
九
五
年
二
月
、『
世
界
』、
七
八
│
八
二
頁

ボ
ス
ニ
ア
紛
争
と
国
連
、
一
九
九
五
年
三
月
一
九
日
、『
山
陽
新
聞
』

ロ
シ
ア
の
支
配
潮
流
が
変
わ
っ
た
、
一
九
九
五
年
三
月
二
一
日
、『
世
界
週
報
』、
二
〇
│
二
五
頁

直
言
、「
世
紀
末
の
世
界
を
握
る
」、
一
九
九
五
年
三
月
二
五
日
、『
山
形
新
聞
』

ソ
連
学
を
超
え
て
、
一
九
九
五
年
四
月
、『
ロ
シ
ア
研
究
』、
一
五
〇
│
一
六
八
頁

直
言
、「
ロ
シ
ア
は
ど
こ
へ
行
く
」、
一
九
九
五
年
五
月
二
五
日
、『
山
形
新
聞
』

「
大
国
」
ロ
シ
ア
の
改
革
、
一
九
九
五
年
六
月
四
日
、『
朝
日
新
聞
』

王
様
は
去
っ
て
、
王
党
派
は
残
っ
た
、
一
九
九
五
年
六
月
、『
波
』

直
言
、「
ア
ジ
ア
安
保
へ
積
極
関
与
」、
一
九
九
五
年
七
月
二
四
日
、『
山
形
新
聞
』

月
曜
評
論
、「
ロ
シ
ア
・
国
家
と
科
学
の
危
機
」、
一
九
九
六
年
九
月
一
一
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』
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三
四

直
言
、「
ボ
ル
ガ
か
ら
の
視
点
」、
一
九
九
五
年
九
月
一
六
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
残
念
な
明
石
氏
の
辞
任
」、
一
九
九
五
年
一
〇
月
三
〇
日
、『
山
形
新
聞
』

エ
リ
ツ
ィ
ン
改
革
の
危
機
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
一
四
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
中
途
半
端
、
混
迷
の
九
五
年
」、
一
九
九
五
年
一
二
月
二
一
日
、『
山
形
新
聞
』

ロ
シ
ア
連
邦
の
新
『
潮
』
流
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
、
ロ
シ
ア
東
欧
学
会
公
開
基
調
報
告
（
大
阪
府
立
大
）

ポ
ス
ト
・
エ
リ
ツ
ィ
ン
へ
の
移
行
？
、
一
九
九
六
年
一
月
、『
世
界
』、
一
五
八
│
一
六
二
頁

ロ
シ
ア
大
統
領
選
挙
の
行
方
、
一
九
九
六
年
一
月
、『
聖
教
新
聞
』

月
曜
評
論
、「
日
ロ
関
係
│
大
胆
な
改
革
を
、
一
九
九
六
年
二
月
二
一
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

ポ
ス
ト
社
会
主
義
で
な
ぜ
共
産
党
は
強
い
か
、
一
九
九
六
年
二
月
、『
世
界
』、
六
五
│
七
〇
頁

直
言
、「
試
行
錯
誤
続
け
る
ロ
シ
ア
」、
一
九
九
六
年
三
月
一
一
日
、『
山
形
新
聞
』

代
行
職
の
チ
ェ
ル
ノ
ム
イ
ル
ジ
ン
は
支
持
を
ま
と
め
き
れ
る
か
、
一
九
九
六
年
一
月
、『
世
界
週
報
』

大
統
領
選
挙
は
「
二
極
か
、
三
極
か
」、
一
九
九
六
年
四
月
二
六
日
、『
世
界
週
報
』、
一
二
│
一
六
頁

直
言
、「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
一
〇
年
」、
一
九
九
六
年
四
月
二
五
日
、『
山
形
新
聞
』

月
曜
評
論
、「
絹
の
道
の
国
際
関
係
」、
一
九
九
六
年
五
月
一
三
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

改
革
に
よ
る
亀
裂
象
徴
、
一
九
九
六
年
六
月
一
八
日
、『
東
京
新
聞
』

直
言
、「
救
世
主
現
れ
ぬ
ロ
シ
ア
政
治
」、
一
九
九
六
年
六
月
二
七
日
、『
山
形
新
聞
』

エ
リ
ツ
ィ
ン
、
ジ
ュ
ガ
ノ
フ
で
決
選
投
票
、
一
九
九
六
年
六
月
二
八
日
、『
週
刊
金
曜
日
』、
一
七
│
一
九
頁

月
曜
評
論
、「
大
統
領
決
選
の
カ
ギ
を
握
る
も
の
」、
一
九
九
六
年
七
月
一
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』
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三
五

大
統
領
選
挙
と
ロ
シ
ア
の
変
化
、
一
九
九
六
年
七
月
、
国
際
問
題
研
究
協
会　

月
例
研
究
会
「
ロ
シ
ア
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
」、
一
│
八

頁レ
ベ
ジ
将
軍
に
握
ら
れ
た
ロ
シ
ア
の
命
運
、
一
九
九
六
年
七
月
二
日
、『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
六
四
│
七
頁

爆
弾
を
抱
え
て
ス
タ
ー
ト
し
た
第
二
期
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
、
一
九
九
六
年
七
月
一
二
日
、『
週
刊
金
曜
日
』、
九
頁

再
選
果
た
し
た
エ
リ
ツ
ィ
ン
を
待
つ
受
け
る
暗
雲
、
一
九
九
六
年
七
月
二
三
日
、『
世
界
週
報
』、
六
│
七
頁

ロ
シ
ア
大
統
領
選
挙
、
一
九
九
六
年
八
月
、『
世
界
』、
一
三
八
│
一
四
二
頁

直
言
、「
権
威
主
義
か
ら
民
主
化
へ
」、
一
九
九
六
年
八
月
一
九
日
、『
山
形
新
聞
』

ロ
シ
ア
の
大
統
領
選
挙
（
下
）、
一
九
九
六
年
八
月
、『
国
際
労
働
運
動
』、
三
〇
〇
巻
〇
七
／
〇
八
号
、
一
九
九
頁

ロ
シ
ア
の
環
境
問
題
と
安
全
保
障
、
一
九
九
六
年
八
月
、『
軍
縮
問
題
資
料
』、
一
六
│
二
三
頁

月
曜
評
論
、「
ロ
シ
ア
・
権
力
と
病
気
」、
一
九
九
六
年
九
月
一
一
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
流
動
的
、
見
え
ぬ
後
継
者
」、
一
九
九
六
年
九
月
三
〇
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
関
係
改
善
、
飛
躍
の
段
階
」、
一
九
九
六
年
一
二
月
九
日
、『
山
形
新
聞
』

月
曜
評
論
、「
変
わ
る
ロ
シ
ア
の
対
日
観
」、
一
九
九
七
年
一
月
一
五
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

ロ
シ
ア
政
局
混
迷
の
様
相
、
一
九
九
七
年
一
月
、『
公
明
』
新
聞

現
実
主
義
に
希
望
の
光
、
視
点
、
一
九
九
七
年
一
月
、『
朝
日
新
聞
』

混
沌
ロ
シ
ア
政
界
、
一
九
九
七
年
二
月
四
日
、『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』、
四
三
│
四
五
頁

直
言
、「
ロ
シ
ア
に
政
治
変
動
も
」、
一
九
九
七
年
二
月
一
三
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
安
定
的
な
移
行
を
研
究
│
北
朝
鮮
の
市
場
経
済
化
」、
一
九
九
七
年
四
月
一
四
日
、『
山
形
新
聞
』
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三
六

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
拡
大
と
安
全
保
障
│
ロ
シ
ア
の
孤
立
感
が
深
ま
る
、
一
九
九
七
年
六
月
、『
聖
教
新
聞
』

直
言
、「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
拡
大
、
合
意
の
意
味
」、
一
九
九
七
年
六
月
九
日
、『
山
形
新
聞
』

Ｇ
8
入
り
し
た
ロ
シ
ア
、
一
九
九
七
年
六
月
二
四
日
、『
読
売
新
聞
』

ロ
シ
ア
が
模
索
す
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
新
し
い
戦
略
構
図
、
一
九
九
七
年
八
月
五
日
、『
世
界
週
報
』、
一
二
│
一
五
頁

直
言
、「
日
ロ
間
に
吹
く
、
新
し
い
風
」、
一
九
九
七
年
八
月
一
四
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
日
ロ
首
脳
会
談
を
前
に
」、
一
九
九
七
年
一
〇
月
一
八
日
、『
山
形
新
聞
』

月
曜
評
論
、「
日
米
中
ロ
新
共
存
関
係
を
、
一
九
九
七
年
一
一
月
三
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
四
国
協
調
の
兆
し
生
か
せ
」、
一
九
九
七
年
一
二
月
二
〇
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
日
ロ
関
係
改
善
の
好
期
│
カ
ギ
は
イ
ラ
ク
危
機
克
服
」、
一
九
九
八
年
二
月
二
八
日
、『
山
形
新
聞
』

反
感
招
い
た
権
限
強
化
、
一
九
九
八
年
三
月
二
四
日
、『
北
海
道
新
聞
』

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

一
線
超
え
た
首
相
、
一
九
九
八
年
三
月
二
四
日
、『
毎
日
新
聞
』

窓
、「
将
軍
の
抵
抗
」、
一
九
九
八
年
四
月
四
日
、『
朝
日
新
聞
』

二
一
世
紀
の
協
調
づ
く
り
始
動
│
川
奈
会
談
、
一
九
九
八
年
四
月
二
〇
日
、『
朝
日
新
聞
』

窓
、「
異
色
大
使
」、
一
九
九
八
年
五
月
一
六
日
、『
朝
日
新
聞
』

「
国
境
画
定
」
方
式
で
北
方
領
土
交
渉
は
い
よ
い
よ
核
心
へ
、
一
九
九
八
年
五
月
一
九
日
、『
世
界
週
報
』
六
│
九
頁

直
言
、「
正
当
化
で
き
ぬ
印
パ
キ
核
実
験
」、
一
九
九
八
年
五
月
二
九
日
、『
山
形
新
聞
』

窓
、「
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
外
相
」、
一
九
九
八
年
六
月
一
〇
日
、『
朝
日
新
聞
』

潮
流
98
、「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
方
式
破
綻
│
ロ
シ
ア
危
機
」、
一
九
九
八
年
八
月
三
〇
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』
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三
七

窓
、「
踊
ら
さ
れ
ず
」、
一
九
九
八
年
九
月
〇
四
日
、『
朝
日
新
聞
』

窓
、「
バ
ラ
が
咲
い
た
」、
一
九
九
八
年
一
〇
月
〇
二
日
、『
朝
日
新
聞
』

窓
、「
異
論
派
」、
一
九
九
八
年
一
〇
月
二
三
日
、『
朝
日
新
聞
』
夕
刊

直
言
、「
ロ
シ
ア
政
治　

激
動
の
兆
し
」、
一
九
九
八
年
一
〇
月
二
三
日
、『
山
形
新
聞
』

金
融
と
政
治
が
同
時
崩
壊
し
た
ロ
シ
ア
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
二
七
日
、『
世
界
週
報
』
一
二
│
一
五
頁

国
際
政
治
か
ら
み
た
日
本
政
治
│
日
ロ
関
係
か
ら
、
一
九
九
八
年
一
一
月
、『
神
奈
川
大
学
評
論
』

潮
流
、
日
ロ
関
係
の
国
際
文
脈
、
一
九
九
八
年
一
二
月
八
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

窓
、「
今
は
む
か
し
」、
一
九
九
八
年
一
二
月
八
日
、『
朝
日
新
聞
』
夕
刊

国
際
化
さ
れ
た
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
日
ロ
関
係
、
一
九
九
八
年
一
二
月
二
五
日
、『
世
界
週
報
』
一
〇
│
一
三
日

直
言
、「
立
ち
止
ま
る
な
日
ロ
改
善
」、
一
九
九
九
年
二
月
二
日
、『
山
形
新
聞
』

窓
（
伸
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、「
二
つ
の
祖
国
」、
一
九
九
九
年
三
月
三
日
、『
朝
日
新
聞
』
夕
刊

窓
、「
国
歌
法
制
考
」、
一
九
九
九
年
三
月
二
〇
日
、『
朝
日
新
聞
』
夕
刊

窓
、「
歴
史
の
類
比
」、
一
九
九
九
年
四
月
一
日
、『
朝
日
新
聞
』

潮
流
、
大
国
の
限
界　

コ
ソ
ボ
問
題
、
一
九
九
九
年
四
月
七
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
コ
ソ
ボ
解
決
、
日
本
も
役
割
」、
一
九
九
九
年
四
月
九
日
、『
山
形
新
聞
』

窓
、「
学
園
都
市
」、
一
九
九
九
年
五
月
一
二
日
、『
朝
日
新
聞
』

窓
、「
二
世
の
宿
命
」、
一
九
九
九
年
六
月
八
日
、『
朝
日
新
聞
』

直
言
、「
ロ
シ
ア
に
変
化
の
兆
し
」、
一
九
九
九
年
七
月
二
日
、『
山
形
新
聞
』
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三
八

ロ
シ
ア
の
表
社
会
と
裏
社
会
│
あ
る
い
は
移
行
論
の
背
理
、
一
九
九
九
年
七
月
、『
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
政
策
研
究
』、
一
二
巻
〇
七
号
四
〇
│
四
四

頁「
移
行
の
危
機
」、
混
迷
深
ま
る
ロ
シ
ア
、
一
九
九
九
年
八
月
二
日
、『
朝
日
総
研
レ
ポ
ー
ト
』、
一
三
九
巻
九
号
四
│
二
一
頁

窓
、「
火
消
し
」、
一
九
九
九
年
八
月
四
日
、『
朝
日
新
聞
』

潮
流
、「
ケ
ナ
ン
老
外
交
官
の
洞
察
」、
一
九
九
九
年
八
月
一
九
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

窓
、「
ラ
イ
サ
さ
ん
」、
一
九
九
九
年
八
月
二
五
日
、『
朝
日
新
聞
』

窓
、「
ポ
リ
ゴ
ン
」、
一
九
九
九
年
九
月
一
一
日
、『
朝
日
新
聞
』

直
言
、「
末
期
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
」、
一
九
九
九
年
九
月
二
八
日
、『
山
形
新
聞
』

窓
、「
予
測
で
き
ぬ
過
去
」、
一
九
九
九
年
一
一
月
一
日
、『
朝
日
新
聞
』

冷
戦
後
の
十
年
、
一
九
九
九
年
一
一
月
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

窓
、「
学
者
ブ
レ
ー
ン
」、
一
九
九
九
年
一
一
月
三
〇
日
、『
朝
日
新
聞
』

Japan and the W
ar in K

osovo, D
ecem

ber 1999, Japan Q
uarterly,

四
六
巻
四
号
一
〇
│
一
六
頁

直
言
、「
歴
史
に
名
を
残
せ
る
か
」、
一
九
九
九
年
一
二
月
一
七
日
、『
山
形
新
聞
』

窓
、「
希
望
療
育
園
」、
一
九
九
九
年
一
二
月
二
二
日
、『
朝
日
新
聞
』

エ
リ
ツ
ィ
ン
時
代
が
終
わ
っ
た
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
四
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

選
ば
れ
た
皇
帝
が
去
っ
た
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
、『
公
明
』
新
聞

窓
、「
ハ
ザ
ー
ル
王
国
」、
二
〇
〇
〇
年
一
月
一
二
日
、『
朝
日
新
聞
』

窓
、「
新
年
作
戦
」、
二
〇
〇
〇
年
二
月
一
日
、『
朝
日
新
聞
』
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三
九

窓
、「
ハ
ー
バ
ー
ド
」、
二
〇
〇
〇
年
二
月
二
八
日
、『
朝
日
新
聞
』

窓
、「
ロ
シ
ア
の
懐
」、
二
〇
〇
〇
年
四
月
一
三
日
、『
朝
日
新
聞
』

窓
、「
補
佐
官
の
見
立
て
」、
二
〇
〇
〇
年
三
月
一
七
日
、『
朝
日
新
聞
』

直
言
、「
安
定
し
て
き
た
ロ
シ
ア
│
プ
ー
チ
ン
新
政
権
へ
」、
二
〇
〇
〇
年
三
月
二
四
日
、『
山
形
新
聞
』

プ
ー
チ
ン
新
大
統
領
の
課
題
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
三
一
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

窓
、「
東
と
西
の
間
」、
二
〇
〇
〇
年
四
月
二
六
日
、『
朝
日
新
聞
』

窓
、「
日
ロ
関
係
周
期
説
」、
二
〇
〇
〇
年
五
月
一
日
、『
朝
日
新
聞
』

窓
、「
ス
タ
ー
リ
ン
後
」、
二
〇
〇
〇
年
五
月
一
一
日
、『
朝
日
新
聞
』

窓
、「
ア
レ
ク
シ
ー
二
世
」、
二
〇
〇
〇
年
五
月
一
九
日
、『
朝
日
新
聞
』

直
言
、
即
時
統
一
よ
り
体
制
共
存
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
六
日
、『
山
形
新
聞
』

窓
、「
政
治
風
刺
」、
二
〇
〇
〇
年
六
月
一
〇
日
、『
朝
日
新
聞
』

窓
、「
ね
じ
れ
た
歴
史
」、
二
〇
〇
〇
年
八
月
一
日
、『
朝
日
新
聞
』

窓
、「
事
故
の
余
波
」、
二
〇
〇
〇
年
八
月
一
九
日
、『
朝
日
新
聞
』

直
言
、「
核
対
立
の
後
始
末
で
き
ず
」、
二
〇
〇
〇
年
八
月
二
五
日
、『
山
形
新
聞
』

窓
、「
チ
ム
ー
ル
神
話
」、
二
〇
〇
〇
年
九
月
四
日
、『
朝
日
新
聞
』

窓
、「
風
の
街
」、
二
〇
〇
〇
年
九
月
二
八
日
、『
朝
日
新
聞
』

エ
リ
ツ
ィ
ン
時
代
│
あ
る
評
価
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、『
ロ
シ
ア
研
究
』、
三
一
号
一
〇
〇
│
一
一
三
頁

窓
、「
フ
ィ
リ
ポ
フ
」、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
五
日
、『
朝
日
新
聞
』
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四
〇

プ
ー
チ
ン
政
権
の
安
全
保
障
観
、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
、『
軍
縮
問
題
資
料
』、
六
│
一
一
頁

直
言
、「
理
想
探
す
思
想
に
限
界
」、
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
二
一
日
、『
山
形
新
聞
』

窓
、「
大
統
領
の
回
想
」、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
一
日
、『
朝
日
新
聞
』

市
場
シ
ス
テ
ム
へ
の
長
い
道
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
、『
国
際
問
題
』、
二
二
│
三
六
頁

窓
、「
金
剛
山
観
光
」、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
七
日
、『
朝
日
新
聞
』

窓
、「
ダ
ボ
ス
の
出
来
事
」、
二
〇
〇
一
年
一
月
二
三
日
、『
朝
日
新
聞
』

快
進
撃
の
プ
ー
チ
ン
政
権
、
二
〇
〇
一
年
一
月
二
四
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
米
新
政
権
の
外
交
戦
略
」、
二
〇
〇
一
年
二
月
二
日
、『
山
形
新
聞
』

北
方
領
土
は
段
階
的
解
決
を
、
二
〇
〇
一
年
二
月
一
七
日
、『
朝
日
新
聞
』

窓
、「
カ
ン
ト
の
故
郷
」、
二
〇
〇
一
年
二
月
八
日
、『
朝
日
新
聞
』

窓
、「
Ｃ
Ｉ
Ａ
文
書
公
開
」、
二
〇
〇
一
年
三
月
二
六
日
、『
朝
日
新
聞
』

直
言
、「
集
団
安
保
議
論
の
時
期
」、
二
〇
〇
一
年
四
月
一
三
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
思
い
半
世
紀
の
負
の
遺
産
」、
二
〇
〇
一
年
七
月
〇
四
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
方
向
喪
失
し
た
日
本
外
交
」、
二
〇
〇
〇
年
九
月
一
二
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
不
透
明
な
時
代
の
到
来
」、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
〇
五
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
五
六
年
宣
言
」
公
開
が
必
要
、
二
〇
〇
一
年
二
月
二
〇
日
、『
山
形
新
聞
』

潮
流
、「
中
央
ア
ジ
ア
に
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
」、
二
〇
〇
二
年
三
月
三
一
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
対
ロ
政
策
に
国
民
的
議
論
」、
二
〇
〇
二
年
五
月
〇
一
日
、『
山
形
新
聞
』
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一

書
評
、「
ク
レ
ム
リ
ン
の
五
〇
〇
日
」、
二
〇
〇
二
年
四
月
二
八
日
、『
北
海
道
新
聞
』

直
言
、「
米
ロ
新
関
係
に
注
目
」、
二
〇
〇
二
年
七
月
一
七
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
訪
朝
好
機
無
駄
に
せ
ず
」、
二
〇
〇
二
年
九
月
二
〇
日
、『
山
形
新
聞
』

書
評
「
日
露
外
交
」、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
二
七
日
、『
北
海
道
新
聞
』

直
言
、「
東
ア
ジ
ア
に
共
同
体
形
成
」、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
〇
四
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
激
変
す
る
大
学
の
役
割
」、
二
〇
〇
三
年
二
月
一
二
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
愚
行
か
新
紛
争
処
理
か
」、
二
〇
〇
三
年
四
月
一
六
日
、『
山
形
新
聞
』

小
泉
・
プ
ー
チ
ン
に
希
望
の
光
は
見
え
る
か
、
座
談
会
（
小
島
敦
、
吉
田
進
、
上
月
豊
久
と
）、
二
〇
〇
三
年
五
月
、『
外
交
フ
ォ
ー
ラ

ム
』、
一
六
巻
五
号
一
八
│
二
八
頁
、

直
言
、「
六
者
協
議
、
日
本
に
試
練
」、
二
〇
〇
三
年
八
月
二
七
日
、『
山
形
新
聞
』

ソ
連
・
ロ
シ
ア
か
ら
見
た
北
朝
鮮
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
、『
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
報
』、
一
二
〇
巻
一
│
一
二
号

直
言
、「
予
想
難
し
い
六
者
協
議
」、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
七
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
冷
戦
の
残
滓
取
り
は
ぶ
け
」、
二
〇
〇
四
年
一
月
二
八
日
、『
山
形
新
聞
』

モ
ス
ク
ワ
の
合
意
│
強
い
国
家
が
産
業
再
建
へ
改
革
、
二
〇
〇
四
年
四
月
二
五
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
経
済
モ
ー
ド
転
換
の
表
れ
│
プ
ー
チ
ン
政
権
二
期
目
」、
二
〇
〇
四
年
三
月
二
六
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
小
泉
訪
朝
再
論
」、
二
〇
〇
四
年
五
月
二
六
日
、『
山
形
新
聞
』

潮
流
、「
ソ
連
の
核
問
題
と
ア
ジ
ア
冷
戦
史
」、
二
〇
〇
四
年
八
月
一
九
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
加
速
す
る
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」、
二
〇
〇
四
年
八
月
二
四
日
、『
山
形
新
聞
』
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四
二

プ
ー
チ
ン
政
治
と
日
ロ
関
係
、
二
〇
〇
四
年
九
月
、『
経
済T

rend

』、
五
二
巻
九
号

カ
フ
カ
ス
安
定
国
際
的
関
与
を
、
二
〇
〇
四
年
九
月
八
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

問
題
は
ロ
シ
ア
を
超
え
た
│
北
オ
セ
チ
ア
の
テ
ロ
と
今
後
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
、『
朝
日
新
聞
』

直
言
、「
大
衆
迎
合
型
政
治
の
時
代
」、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
八
日
、『
山
形
新
聞
』

北
オ
セ
チ
ヤ
・
テ
ロ
事
件
は
な
ぜ
起
き
た
か
、
二
〇
〇
四
年
一
一
月
、『
潮
』、
一
一
八
│
一
二
一
頁

安
定
軌
道
に
乗
れ
る
の
か
、
プ
ー
チ
ン
の
新
し
い
ジ
レ
ン
マ
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
、『
中
央
公
論
』、
一
二
一
│
一
三
〇
頁

直
言
、「
不
透
明
な
東
ア
ジ
ア
情
勢
」、
二
〇
〇
五
年
四
月
一
九
日
、『
山
形
新
聞
』

平
和
条
約
へ
力
生
む
可
能
性
、
二
〇
〇
五
年
五
月
二
九
日
、『
北
海
道
新
聞
』

直
言
、「
日
韓
関
係
よ
り
高
次
に
」、
二
〇
〇
五
年
六
月
九
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
あ
い
ま
い
な
領
土
処
理
」、
二
〇
〇
五
年
八
月
四
日
、『
山
形
新
聞
』

露
流
の
す
す
め
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、『
都
市
問
題
』
巻
頭
言
、
九
六
巻
三
号
一
│
頁

月
曜
評
論
、「
日
ロ
関
係
│
交
渉
の
時
」、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
五
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
試
練
の
戦
後
処
理
」、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
五
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
ア
ジ
ア
戦
略
立
て
直
せ
」、
二
〇
〇
六
年
一
月
一
九
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
ロ
シ
ア
と
普
通
の
隣
国
に
」、
二
〇
〇
六
年
三
月
二
三
日
、『
山
形
新
聞
』

ロ
シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
治
、
二
〇
〇
六
年
三
月
二
三
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
欧
州
化
進
む
ブ
リ
ガ
リ
ア
」、
二
〇
〇
六
年
五
月
二
三
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「「
北
」
問
題
、
玉
虫
色
の
決
着
」、
二
〇
〇
六
年
七
月
二
七
日
、『
山
形
新
聞
』
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直
言
、「
北
欧
に
学
ぶ
解
決
策
」、
二
〇
〇
六
年
九
月
〇
五
日
、『
山
形
新
聞
』

解
説
「
ロ
シ
ア
と
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
」、
ロ
デ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ン
、
ス
ト
ル
ー
ブ
・
タ
ル
ボ
ッ
ト
、
渡
邊
幸
治
共
著
『
プ
ー
チ
ン
の

ロ
シ
ア
』、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
、
二
六
五
│
二
七
三
頁

直
言
、「
東
ア
ジ
ア
の
危
機
」、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
三
〇
日
、『
山
形
新
聞
』

富
と
権
力
を
め
ぐ
る
争
い
│
も
う
一
人
の
リ
ト
ビ
ネ
ン
コ
氏
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
八
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
日
ロ
関
係
転
換
の
年
」、
二
〇
〇
七
年
二
月
六
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
日
ロ
、
日
朝
の
関
係
注
視
」、
二
〇
〇
七
年
四
月
一
七
日
、『
山
形
新
聞
』

日
露
共
生
の
新
た
な
あ
り
方
、
二
〇
〇
七
年
四
月
、『
し
ゃ
り
ば
り
』、
一
九
│
二
四
頁

書
評
、「
悲
し
み
の
収
穫　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
飢
饉
、
ロ
バ
ー
ト
・
コ
ン
ク
エ
ス
ト
」、
二
〇
〇
七
年
七
月
、『
諸
君
』

直
言
、「
日
ロ
の
大
枠
作
る
と
き
」、
二
〇
〇
七
年
六
月
一
四
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
超
党
派
外
交
を
考
え
よ
」、
二
〇
〇
七
年
八
月
〇
一
日
、『
山
形
新
聞
』

後
継
絞
り
込
み
は
ま
だ
、
二
〇
〇
七
年
九
月
二
〇
日
、『
北
海
道
新
聞
』

直
言
、「
日
ロ
政
治
に
共
通
性
」、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
二
九
日
、『
山
形
新
聞
』

月
曜
評
論
、「
ロ
シ
ア
の
古
儀
式
派
」、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
二
八
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

耕
論
、「
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
の
ロ
シ
ア
」、
二
〇
〇
八
年
一
月
二
七
日
、『
朝
日
新
聞
』

直
言
、「
二
頭
仕
立
て
「
ロ
シ
ア
新
体
制
」、
二
〇
〇
八
年
一
月
二
九
日
、『
山
形
新
聞
』

プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
の
今
後
を
観
る
、
二
〇
〇
八
年
二
月
、『
公
明
新
聞
』

ロ
シ
ア
大
統
領
に
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
氏
│
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
世
代
登
場
、
二
〇
〇
八
年
三
月
二
三
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』
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四
四

直
言
、「
目
が
離
せ
ぬ
米
大
統
領
選
」、
二
〇
〇
八
年
三
月
二
〇
日
、『
山
形
新
聞
』

米
ロ
関
係
再
考
│
信
頼
の
糸
繫
い
だ
首
脳
会
談
、
二
〇
〇
八
年
四
月
一
七
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
望
ま
れ
る
新
対
ロ
政
策
」、
二
〇
〇
八
年
五
月
一
三
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
日
ロ
関
係
に
新
次
元
」、
二
〇
〇
八
年
七
月
一
〇
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
北
方
領
土
解
決
急
げ
」、
二
〇
〇
八
年
八
月
一
二
日
、『
山
形
新
聞
』

潮
流
、「
グ
ル
ジ
ア
と
の
紛
争
」、
二
〇
〇
八
年
八
月
一
五
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

経
済
教
室
、「
混
迷
グ
ル
ジ
ア
情
勢
と
国
際
関
係
」、
二
〇
〇
八
年
九
月
、『
日
本
経
済
新
聞
』

M
irnyi dogovop neobkhodim

, N
evavisim

aya gazeta, 2008, Septem
ber,

二
〇
〇
八
年
九
月

直
言
、「
変
貌
す
る
ロ
シ
ア
│
多
極
へ
の
移
行
見
据
え
る
」、
二
〇
〇
八
年
九
月
一
八
日
、『
山
形
新
聞
』

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
川
奈
会
談
と
同
じ
構
図
」、
二
〇
〇
八
年
九
月
一
八
日
、『
北
海
道
新
聞
』

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
グ
ル
ジ
ア
紛
争
の
背
景
は
」、
二
〇
〇
八
年
九
月
一
九
日
、『
北
海
道
新
聞
』

直
言
、「
米
一
極
支
配
に
変
化
│
ロ
シ
ア
か
ら
見
る
金
融
危
機
」、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
三
〇
日
、『
山
形
新
聞
』

月
曜
評
論
「
米
一
極
主
義
か
ら
転
換
も
」、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
二
三
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
世
界
政
治
経
済
の
混
沌
」、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
八
日
、『
山
形
新
聞
』

潮
流
、「
日
韓
首
脳
会
談
を
読
む
」、
二
〇
〇
九
年
一
月
一
四
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

タ
ン
デ
ム
ク
ラ
シ
ー
試
論
│
ロ
シ
ア
政
治
に
お
け
る
制
度
化
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
二
〇
〇
九
年
二
月
、『
未
来
』、
二
〇
〇
九
年
〇
四
号
二

四
│
三
二
頁

高
ま
る
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
二
〇
〇
九
年
二
月
、『
日
本
海
新
聞
』
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五

直
言
、「
日
ロ
交
渉
、
大
き
な
転
機
」、
二
〇
〇
九
年
三
月
〇
五
日
、『
山
形
新
聞
』

「
空
白
」
と
「
記
憶
」
│
ウ
ク
ラ
イ
ナ
飢
饉
と
歴
史
認
識
、
二
〇
〇
九
年
四
月
、『
国
際
問
題
』
巻
頭
言
、
二
〇
〇
九
巻
〇
四
号
一
│
三
頁

Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
後
、
二
〇
〇
九
年
四
月
二
六
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
核
全
廃
へ
鍵
握
る
米
ロ
」、
二
〇
〇
九
年
四
月
一
六
日
、『
山
形
新
聞
』

東
西
統
合
と
ロ
シ
ア
、
二
〇
〇
九
年
五
月
、『
学
術
の
動
向
』、
五
巻
五
一
│
五
二
頁

直
言
、「
太
平
洋
＝
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
時
代
」、
二
〇
〇
九
年
六
月
一
八
日
、『
山
形
新
聞
』

米
ロ
の
核
放
棄
交
渉
促
進
を
、
二
〇
〇
九
年
六
月
二
〇
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

新
国
際
無
秩
序
の
な
か
の
ロ
シ
ア
、
二
〇
〇
九
年
七
月
、『
現
代
の
理
論
』、
二
〇
巻
夏
号
四
三
│
五
一
頁

オ
ピ
ニ
オ
ン
、「
官
僚
政
治
か
政
党
政
治
か
│
冷
戦
終
焉
二
〇
年
」、
二
〇
〇
九
年
八
月
二
八
日
、『
山
形
新
聞
』

平
和
条
約
│
拙
速
は
避
け
て
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
一
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
民
主
政
権
下
の
日
本
│
外
交
面
で
新
手
法
見
え
ず
」、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
二
九
日
、『
山
形
新
聞
』

冷
戦
終
焉
二
〇
周
年
の
冷
戦
論
争
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、『
歴
史
評
論
』、
二
〇
〇
九
年
一
二
号
四
│
一
四
頁

直
言
、「
新
し
い
東
ア
ジ
ア
時
代
へ
」、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
四
日
、『
山
形
新
聞
』

「
纏
め
る
力
」
問
わ
れ
る
時
代
に
、
二
〇
一
〇
年
二
月
、『
公
明
』、
二
〇
一
〇
年
〇
二
号
一
〇
│
一
五
頁

ロ
シ
ア
の
転
換
│
避
け
ら
れ
な
い
政
治
改
革
、
二
〇
一
〇
年
二
月
二
一
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
変
動
の
象
徴
│
揺
り
戻
し
親
ロ
派
政
権
に
」、
二
〇
一
〇
年
三
月
〇
九
日
、『
山
形
新
聞
』

ソ
連
崩
壊
と
ロ
シ
ア
の
行
方
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、『
神
奈
川
大
学
評
論
』、
六
五
巻
五
四
│
六
一
頁

日
露
戦
争
と
古
儀
式
派
、
二
〇
一
〇
年
四
月
、『
情
況
』、
二
〇
一
〇
年
四
号
一
五
一
│
一
六
三
頁
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六

直
言
、「
ス
タ
ン
地
域
独
自
改
革
を
」、
二
〇
一
〇
年
五
月
一
一
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
深
刻
化
す
る
赤
字
体
質
│
国
家
破
綻
の
危
機
に
備
え
よ
」、
二
〇
一
〇
年
七
月
〇
一
日
、『
山
形
新
聞
』

現
代
化
を
め
ぐ
る
米
ロ
関
係
、
二
〇
一
〇
年
七
月
一
六
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
抑
留
問
題
を
考
え
る
」、
二
〇
一
〇
年
八
月
二
四
日
、『
山
形
新
聞
』

転
換
期
迎
え
る
米
ロ
関
係
、
二
〇
一
〇
年
九
月
、『
東
京
新
聞
』

領
土
問
題
に
翻
弄
さ
れ
た
一
ヶ
月
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
七
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
後
継
選
出
に
違
和
感
」、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
一
日
、『
山
形
新
聞
』

日
ロ
首
脳
会
談
│
関
係
改
善
は
経
済
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
一
四
日
、『
北
海
道
新
聞
』

ソ
連
の
原
爆
開
発
と
日
本
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
〇
九
日
、『
北
海
道
新
聞
』

激
変
し
た
国
際
環
境
│
超
大
国
中
国
は
範
示
せ
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
四
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
日
ロ
交
渉
」、
二
〇
一
一
年
二
月
二
四
日
、『
山
形
新
聞
』

ロ
シ
ア
の
政
治
経
済
情
勢
、
二
〇
一
一
年
三
月
、『
日
本
貿
易
会
月
報
』、
六
九
〇
巻
三
号
三
〇
│
三
三
頁

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
フ
ク
シ
マ
、
平
成
二
三
年
四
月
一
四
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

き
し
む
ロ
シ
ア
二
頭
体
制
、
二
〇
一
一
年
四
月
、『
日
本
経
済
新
聞
』

大
震
災
が
転
換
促
す
日
ロ
関
係
、
二
〇
一
一
年
五
月
、『
公
明
』、
二
〇
一
一
巻
五
号
三
二
│
三
七
頁

直
言
、「
日
ロ
関
係
改
善
の
好
期
」、
二
〇
一
一
年
五
月
一
二
日
、『
山
形
新
聞
』

ア
ジ
ア
冷
戦
と
北
方
領
土
問
題
、
二
〇
一
一
年
六
月
、Forum

 O
pinion

、
一
三
巻
一
八
│
二
九
頁

ア
ジ
ア
の
核
│
ウ
ィ
キ
リ
ー
ク
ス
外
交
公
電
分
析
、
二
〇
一
一
年
六
月
、『
朝
日
新
聞
』
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直
言
、「
世
界
を
揺
る
が
す
中
国
」、
二
〇
一
一
年
七
月
一
四
日
、『
山
形
新
聞
』

レ
ー
ニ
ン
と
宗
教
上
下
、
二
〇
一
一
年
八
月
、『
キ
リ
ス
ト
教
新
聞
』

九
年
ぶ
り
の
ロ
朝
首
脳
会
談
、
二
〇
一
一
年
八
月
二
六
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
東
へ
向
く
ロ
シ
ア
の
ガ
ス
」、
二
〇
一
一
年
九
月
二
七
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
転
換
期
の
世
界
」、
一
一
月
一
七
日
、『
山
形
新
聞
』

プ
ー
チ
ン
氏
大
統
領
復
帰
へ
、
二
〇
一
一
年
九
月
二
八
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

オ
ピ
ニ
オ
ン
、「
転
換
期
の
世
界
、
中
ロ
が
鍵
」、
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
七
日
、『
山
形
新
聞
』

新
・「
危
機
の
二
〇
年
」
│
ソ
連
崩
壊
二
〇
周
年
に
よ
せ
て
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
、『
ロ
シ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
調
査
月
報
』
一
│
一
〇
頁

プ
ー
チ
ン
体
制
を
決
め
た
ロ
シ
ア
と
ど
う
つ
き
あ
う
か
、
二
〇
一
二
年
一
月
、『
公
明
』
二
六
│
三
二
頁

オ
ピ
ニ
オ
ン
、「
ロ
大
統
領
選　

民
意
の
行
方
は
」、
二
〇
一
二
年
一
月
二
四
日
、『
山
形
新
聞
』

原
爆
と
ソ
連
の
核
開
発
、
二
〇
一
二
年
一
月
、『
外
交
』、
一
一
巻
九
四
│
九
六
頁

国
後
で
日
ロ
共
同
研
究
を
、
二
〇
一
二
年
一
月
三
〇
日
、『
北
海
道
新
聞
』

最
近
の
ロ
シ
ア
情
勢
と
東
ア
ジ
ア
、
二
〇
一
二
年
二
月
、『
汎
交
通
』、
一
一
二
巻
二
号
二
│
二
六
頁

政
治
の
世
代
代
わ
り
期
待
│
岐
路
に
立
つ
プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
、
二
〇
一
二
年
二
月
一
九
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

識
者
評
論
（
共
同
配
信
）、
ロ
シ
ア
大
統
領
選
│
安
定
支
配
、
国
民
が
支
持
、
二
〇
一
二
年
三
月
、『
秋
田
魁
新
聞
』（
共
同
配
信
）

直
言
、「
日
ロ
交
渉
、
体
制
整
備
急
げ
」、
二
〇
一
二
年
三
月
二
〇
日
、『
山
形
新
聞
』

プ
ー
チ
ン
、
大
統
領
復
帰
後
の
課
題
、
二
〇
一
二
年
五
月
、『
公
明
』、
六
八
│
七
一
頁

直
言
、「
ア
ジ
ア
に
軸
足
移
す
ロ
シ
ア
」、
二
〇
一
二
年
五
月
一
〇
日
、『
山
形
新
聞
』
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オ
ピ
ニ
オ
ン
、「
日
ロ
関
係
、
新
た
な
段
階
」、
二
〇
一
二
年
七
月
〇
五
日
、『
山
形
新
聞
』

プ
ー
チ
ン
Ⅱ
、
保
守
的
改
革
の
再
登
場
と
課
題
、
二
〇
一
二
年
七
月
、『
国
際
問
題
』、
六
一
五
巻
八
│
一
五
頁

直
言
、「
曖
昧
」
あ
と
引
く
領
土
問
題
、
二
〇
一
二
年
八
月
三
〇
日
、『
山
形
新
聞
』

ス
タ
ー
リ
ン
の
個
人
崇
拝
が
生
ん
だ
「
超
大
国
ソ
連
」
神
話
、
二
〇
一
二
年
九
月
、
増
刊
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』、
一
〇
巻
八
号

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
に
内
在
し
て
い
た
ソ
連
崩
壊
、
二
〇
一
二
年
九
月
二
四
日
、
増
刊
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』、
一
〇
巻
八
号

直
言
、「
ロ
シ
ア
を
新
た
な
隣
人
に
」、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
五
日
、『
山
形
新
聞
』

ロ
シ
ア
と
Ｅ
Ｕ
│
二
一
世
紀
の
課
題
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
、『
神
奈
川
大
学
評
論
』、
七
三
号
七
五
│
八
一
頁

歴
史
家
対
話
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
五
日
、『
潮
』、
一
二
号

直
言
、「
超
党
派
合
意
で
改
革
推
進
」、
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
〇
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
プ
ー
チ
ン
」
流
、
ど
う
理
解
、
二
〇
一
三
年
二
月
二
一
日
、『
山
形
新
聞
』

モ
ス
ク
ワ
は
涙
を
信
じ
な
い
、
二
〇
一
三
年
三
月
一
四
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
日
中
ロ
外
交
、
新
た
な
局
面
」、
二
〇
一
三
年
四
月
一
六
日
、『
山
形
新
聞
』

経
済
教
室
、「
対
ロ
シ
ア
関
係
、
新
段
階
へ
」、
二
〇
一
三
年
四
月
、『
日
本
経
済
新
聞
』

「
耕
論
、
始
ま
っ
た
日
ロ
新
時
代
」、
二
〇
一
三
年
五
月
四
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
日
ロ
国
境
、
共
栄
の
道
模
索
」、
二
〇
一
三
年
六
月
一
一
日
、『
山
形
新
聞
』

ロ
シ
ア
史
「
古
儀
式
派
」
の
切
り
口
、
二
〇
一
三
年
七
月
、『
読
売
新
聞
』

直
言
、「
日
ロ
政
権
に
「
並
行
」
現
象
」、
二
〇
一
三
年
七
月
三
〇
日
、『
山
形
新
聞
』

ロ
シ
ア
極
東
の
将
来
性
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
九
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』
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直
言
、「
台
頭
、
混
乱
の
イ
ス
ラ
ム
圏
」、
二
〇
一
三
年
九
月
一
七
日
、『
山
形
新
聞
』

潮
流
、「
レ
ナ
川
の
ほ
と
り
で
」、
二
〇
一
三
年
九
月
一
二
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
日
ソ
外
交
、
広
が
る
北
の
窓
」、
二
〇
一
三
年
一
一
月
七
日
、『
山
形
新
聞
』

日
ロ
、
巨
視
的
変
動
の
枠
で
理
解
を
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
七
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

北
朝
鮮
の
粛
清
劇
│
金
王
朝
最
終
章
の
始
ま
り
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
四
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
北
極
海
航
路
、
世
界
が
注
目
」、
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
四
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
日
ロ
関
係
の
強
化
へ
弾
み
」、
二
〇
一
四
年
二
月
一
三
日
、『
山
形
新
聞
』

ウ
ク
ラ
イ
ナ
二
月
革
命
の
行
方
、
二
〇
一
四
年
二
月
二
八
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、
二
〇
一
四
年
三
月
四
日
、『
北
海
道
新
聞
』

経
済
教
室
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
」、
二
〇
一
四
年
三
月
一
〇
日
、『
日
本
経
済
新
聞
』

座
談
会
「
ロ
シ
ア
、
ク
リ
ミ
ア
編
入
」、
二
〇
一
四
年
三
月
二
一
日
、『
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
危
惧
さ
れ
る
第
二
次
冷
戦
」、
二
〇
一
四
年
三
月
二
五
日
、『
山
形
新
聞
』

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
収
束
さ
せ
る
に
は
、
二
〇
一
四
年
三
月
二
七
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

ロ
シ
ア
の
東
方
シ
フ
ト
を
考
え
る
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
編
著
『
ロ
シ
ア
極
東
・
シ
ベ
リ
ア
地
域
開
発
と
日
本
の
経
済
安
全
保
障
』、
国

際
問
題
研
究
所

ロ
シ
ア
の
太
平
洋
戦
略
と
安
倍
外
交
、
二
〇
一
四
年
三
月
、『
外
交
』、
二
四
巻
二
九
│
三
三
頁

現
代
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
の
理
解
を
深
め
る
歴
史
書
、
二
〇
一
四
年
五
月
、『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』、
八
〇
│
八
一
頁

直
言
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
、
深
刻
に
」、
二
〇
一
四
年
五
月
一
三
日
、『
山
形
新
聞
』
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勝
利
者
な
き
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
、
二
〇
一
四
年
五
月
二
八
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

「
危
機
の
背
景
に
あ
る
も
の
」、
二
〇
一
四
年
六
月
、『
新
聞
研
究
』、
七
五
五
巻
三
八
│
四
二
頁

直
言
、「
ロ
シ
ア
の
東
方
シ
フ
ト
生
か
せ
」、
二
〇
一
四
年
七
月
一
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
停
戦
」
論
じ
よ
、
二
〇
一
四
年
八
月
一
四
日
、『
山
形
新
聞
』

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
と
今
後
の
『
世
界
』、
二
〇
一
四
年
八
月
、『
中
日
懇
話
会
報
』、
四
七
一
巻
一
│
四
八
頁

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
と
は
何
か
、
二
〇
一
四
年
九
月
、『
學
士
學
会
報
』、
九
〇
八
巻
四
四
│
四
八
頁

直
言
、「
脱
欧
入
亜
、
険
し
い
道
の
り
」、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
七
日
、『
山
形
新
聞
』

二
つ
の
キ
リ
ス
ト
教
『
世
界
』、
二
〇
一
四
年
一
一
月
、『
ア
ス
テ
イ
オ
ン
』、
八
一
号
一
四
四
│
五
八
頁

直
言
、「
強
大
化
す
る
中
国
。
世
界
注
視
」、
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
五
日
、『
山
形
新
聞
』

ロ
シ
ア
世
界
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
、『
情
況
』

直
言
、「
混
沌
世
界　

衝
突
か
ら
対
話
へ
」、
二
〇
一
五
年
一
月
二
〇
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
環
日
本
海
交
流
を
活
発
に
」、
二
〇
一
五
年
三
月
五
日
、『
山
形
新
聞
』

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
の
政
治
エ
リ
ー
ト
（
一
九
九
二
│
二
〇
一
四
）、
二
〇
一
五
年
三
月
、『
ロ
シ
ア
・
東
欧
学
会
年
報
』、
四

三
巻
二
一
│
四
二
頁

ロ
シ
ア
と
北
朝
鮮
、
二
〇
一
五
年
四
月
一
六
日
、『
東
亜
』、
五
七
四
巻
四
二
│
四
九
頁

直
言
、「
世
界
を
揺
る
が
す
プ
ー
チ
ン
氏
」、
二
〇
一
五
年
四
月
二
一
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
安
全
保
障
の
枠
組
み
新
た
に
」、
二
〇
一
五
年
六
月
九
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
世
界
の
行
方
が
見
え
な
い
」、
二
〇
一
五
年
七
月
二
一
日
、『
山
形
新
聞
』
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プ
ー
チ
ン
と
ロ
シ
ア
世
界
、
二
〇
一
五
年
九
月
、『
善
隣
』、
七
二
六
巻
二
│
九
頁

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
と
ロ
シ
ア
、
二
〇
一
五
年
九
月
、『
防
衛
学
研
究
』、
五
三
号
二
三
│
三
〇
頁

直
言
、「
日
ロ
関
係
歴
史
的
整
理
を
」、
二
〇
一
五
年
九
月
三
日
、『
山
形
新
聞
』

ロ
シ
ア
国
内
政
治
思
想
に
変
化
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
八
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

直
言
、「
影
落
と
す
宗
教
・
宗
派
対
立
」、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
五
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
対
テ
ロ　

国
際
協
調
不
可
欠
」、
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
四
日
、『
山
形
新
聞
』

ロ
シ
ア
は
ア
ジ
ア
を
目
指
す
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
、『
潮
』、
一
一
号
四
八
│
五
三
頁

直
言
、「
ア
ジ
ア
の
和
解
例
を
世
界
に
」、
二
〇
一
六
年
一
月
一
二
日
、『
山
形
新
聞
』

ロ
シ
ア
外
交
に
紛
争
収
拾
の
動
き
│
伊
勢
志
摩
で
解
決
の
糸
口
を
、
二
〇
一
六
年
一
月
二
八
日
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』

ロ
シ
ア
・
グ
ロ
ー
バ
ル
政
治
の
中
で
存
在
感
を
示
す
プ
ー
チ
ン
、
二
〇
一
六
年
二
月
、『
公
明
』、
四
二
│
四
七
頁

直
言
、「
紛
争
千
年
単
位
の
宗
教
問
題
」、
二
〇
一
六
年
二
月
二
三
日
、『
山
形
新
聞
』

一
〇
〇
〇
年
越
し
の
和
解
│
キ
リ
ス
ト
教
ト
ッ
プ
初
会
談
、
宗
教
利
用
し
た
い
米
露
、
二
〇
一
六
年
三
月
一
日
、『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

敗
戦
時
の
日
ソ
関
係
、
二
〇
一
六
年
三
月
、『
近
代
熊
本
』、
三
八
巻
三
│
二
四
頁

ロ
シ
ア
と
欧
州
岐
路
、
二
〇
一
六
年
三
月
、『
神
奈
川
大
学
評
論
』、
八
三
巻
、
七
四
│
八
一
頁

翻
訳
、
Ｄ
．
Ｖ
．
ス
ト
レ
リ
ツ
ォ
フ
「
戦
後
の
ロ
シ
ア
と
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」、
二
〇
一
六
年
三
月
、
京
都
産
業
大
学
『
世
界

問
題
研
究
所
紀
要
』、
三
一
巻
一
〇
五
│
一
一
七
頁

直
言
、「
ロ
シ
ア
抜
き
に
語
れ
な
い
」、
二
〇
一
六
年
四
月
五
日
、『
山
形
新
聞
』

K
eynote A

ddresses: N
ortheast A

sia and the International Com
m
unity at a T

urning Point in the Postw
ar In-
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五
二

ternational O
rder and Econom

y

（
特
集
二
〇
一
六
北
東
ア
ジ
ア
経
済
発
展
国
際
会
議
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
イ
ン
新
潟
）、
二
〇
一
六
年

四
月
二
八
日
、Erina report,

一
二
九
巻
六
五
│
六
八
頁

直
言
、「
求
め
ら
れ
る
ヒ
ト
へ
の
投
資
」、
二
〇
一
六
年
五
月
一
二
日
、『
山
形
新
聞
』

Ｇ
7
か
ら
Ｇ
8
へ
、
そ
し
て
Ｇ
7
へ
の
回
帰
？
ロ
シ
ア
と
サ
ミ
ッ
ト
、
二
〇
一
六
年
五
月
、『
国
際
問
題
』、
六
五
一
号
二
二
│
三
〇
頁

直
言
、「
日
ロ
新
ア
プ
ロ
ー
チ　
『
潮
』
目
に
」、
二
〇
一
六
年
六
月
二
一
日
、『
山
形
新
聞
』

日
ロ
関
係
の
機
は
熟
し
た
、
二
〇
一
六
年
七
月
、『
外
交
』、
三
八
巻
一
〇
八
│
一
一
三
頁

直
言
、「
主
義
の
対
峙
、
文
化
に
亀
裂
」、
二
〇
一
六
年
八
月
四
日
、『
山
形
新
聞
』

座
談
会
、
日
露
経
済
関
係
の
新
た
な
展
望
を
切
り
拓
く
、
二
〇
一
六
年
八
月
、『
月
刊
経
団
連
』、
六
│
二
一
頁

識
者
評
論
、「
平
和
条
約
、
締
結
は
難
路
」、
二
〇
一
六
年
九
月
七
日
、『
静
岡
新
聞
』
等
共
同
通
信
各
紙

直
言
、「
走
り
始
め
た
日
ロ
関
係
」、
二
〇
一
六
年
九
月
一
三
日
、『
山
形
新
聞
』

日
露
は
新
時
代
を
迎
え
る
か
、
二
〇
一
六
年
九
月
六
日
、『
潮
』

ひ
も
と
く
、「
日
ソ
共
同
宣
言
六
〇
年
」、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
九
日
、『
朝
日
新
聞
』

政
権
安
定
「
歩
み
寄
り
」
整
う
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
九
日
、『
読
売
新
聞
』

直
言
、「
未
来
志
向
の
日
ロ
関
係
を
」、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
五
日
、『
山
形
新
聞
』

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
北
方
領
土
交
渉
の
行
方
」、
二
〇
一
六
年
一
二
月
三
日
、『
朝
日
新
聞
』

直
言
、「
英
米
主
導
の
世
界
の
終
わ
り
」、
二
〇
一
六
年
一
二
月
六
日
、『
山
形
新
聞
』

経
済
教
室
、「
日
ロ
首
脳
会
談
の
焦
点
（
一
）、
北
方
領
土　

共
同
経
済
活
動
カ
ギ
」、
二
〇
一
六
年
一
二
月
七
、『
日
本
経
済
新
聞
』

日
ロ
交
渉　

北
方
│
平
和
条
約
交
渉
に
見
通
し
開
く
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
二
五
日
、『
現
代
の
理
論
』、
三
五
号
一
五
〇
│
一
五
八
頁
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三

ロ
シ
ア
革
命
一
〇
〇
年
、
権
力
と
宗
教
、
二
〇
一
七
年
三
月
、『
神
奈
川
大
学
評
論
』、
八
六
巻
四
七
│
五
四
頁

新
市
場
「
ロ
シ
ア
」、
二
〇
一
七
年
四
月
、
梅
津
哲
也
編
著

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
ロ
シ
ア
正
教
古
儀
式
派
、
異
端
派
が
動
か
し
た
帝
政
と
ソ
連
の
あ
ゆ
み
、
二
〇
一
七
年
九
月
二
三
日
、『
東
京
新
聞
』

プ
ー
チ
ン
政
治
と
地
政
学
、
二
〇
一
七
年
九
月
、『
現
代
思
想
』、
四
五
巻
一
八
号
七
一
│
七
七
頁

イ
ワ
ノ
ボ
へ
の
道
│
南
原
繁
と
対
ソ
講
和
論
、
二
〇
一
七
年
九
月
、
Ｕ
Ｐ
、
五
三
九
巻
四
〇
│
四
六
頁

ロ
シ
ア
革
命
に
お
け
る
ロ
シ
ア
性
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
、『
現
代
思
想
』、
四
五
巻
一
九
号
一
二
四
│
一
二
九
頁

古
儀
式
派
と
ロ
シ
ア
革
命
の
再
構
成
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
、『
現
代
の
理
論
』、
一
一
〇
│
一
一
五
頁

問
わ
れ
る
会
談
「
後
」
の
成
果
、
二
〇
一
七
年
、『
外
交
』、
四
一
号
二
四
│
二
七
頁

直
言
、「
北
朝
鮮
問
題
複
雑
な
展
開
」、
二
〇
一
八
年
二
月
一
日
、『
山
形
新
聞
』

日
本
と
ロ
シ
ア
の
経
済
協
力
は
創
造
的
視
点
を
持
て
、
二
〇
一
八
年
三
月
、『
公
明
』、
一
四
七
巻
一
六
│
二
一
頁

直
言
、「
米
ロ
矛
盾
を
う
む
相
互
不
信
」、
二
〇
一
八
年
三
月
一
五
日
、『
山
形
新
聞
』

経
済
教
室
「
大
統
領
選
挙
後
の
ロ
シ
ア
ー
多
極
世
界
で
主
導
権
を
模
索
」、
二
〇
一
八
年
三
月
二
九
日
、『
日
本
経
済
新
聞
』

直
言
、「
活
発
さ
を
増
す
ス
パ
イ
た
ち
」、
二
〇
一
八
年
五
月
一
日
、『
山
形
新
聞
』

Inside and O
utside the A

chieves: N
ew

 D
evelopm

ents in R
esearch on Contem

porary China

、
二
〇
一
八
年
五
月

直
言
、「
半
島
、
意
味
あ
る
米
朝
対
話
」、
二
〇
一
八
年
六
月
七
日
、『
山
形
新
聞
』

ロ
シ
ア
か
ら
見
た
国
際
平
和
、
二
〇
一
八
年
七
月
、『
神
奈
川
大
学
評
論
』、
九
〇
巻
五
三
│
六
一
頁

直
言
、「
ト
ラ
ン
プ
外
交
ど
こ
へ
行
く
」、
二
〇
一
八
年
七
月
三
一
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
行
き
詰
ま
る
非
核
化
交
渉
」、
二
〇
一
八
年
九
月
一
一
日
、『
山
形
新
聞
』
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五
四

直
言
、「
神
の
乱
心　

世
界
政
治
乱
れ
」、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
三
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「「
二
島
返
還
」
優
先
に
舵
切
る
」、
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
〇
日
、『
山
形
新
聞
』

新
冷
戦
か
、
多
極
化
世
界
の
時
代
か
、
二
〇
一
九
年
一
月
、『
現
代
の
理
論
』、
一
〇
六
│
一
一
二
頁

最
後
の
機
会
、
生
か
せ
、
二
〇
一
九
年
一
月
一
二
日
、『
毎
日
新
聞
』

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
│
対
立
深
化
の
背
景
に
宗
教
分
裂
、
二
〇
一
九
年
一
月
二
二
日
、『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』、
八
七
頁

国
境
線
の
決
断
、
条
約
へ
の
道
、
二
〇
一
九
年
一
月
二
四
日
、『
読
売
新
聞
』

直
言
、「
新
日
ロ
交
渉
」
は
時
間
必
要
、
二
〇
一
九
年
一
月
三
一
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
冷
戦
終
焉
三
〇
年　

再
び
岐
路
」、
二
〇
一
九
年
五
月
二
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
米
中
貿
易
摩
擦　

新
冷
戦
か
」、
二
〇
一
九
年
六
月
一
三
日
、『
山
形
新
聞
』

座
談
会
、「
歴
史
空
間
の
三
〇
年
」（
小
森
田
秋
夫
、
的
場
昭
弘
と
）、『
神
奈
川
大
学
評
論
』、
九
三
巻
、
七
月
、
二
〇
一
九
年
五
│
三
八

頁直
言
、「
米
の
核
対
応
圧
力
に
差
異
」、
二
〇
一
九
年
八
月
一
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
ノ
モ
ン
ハ
ン
八
〇
周
年
浮
か
ぶ
真
実
」、
二
〇
一
九
年
九
月
一
〇
日
、『
山
形
新
聞
』

書
評
、「
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ト
ー
ブ
マ
ン
著
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
」、
二
〇
一
九
年
八
月
一
二
日
、『
公
明
新
聞
』

直
言
、「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
三
〇
年
、
陶
酔
ど
こ
へ
」、
二
〇
一
九
年
一
一
月
五
日
、『
山
形
新
聞
』

直
言
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
政
治
力
」、
二
〇
一
九
年
一
二
月
三
日
、『
山
形
新
聞
』

Ⅴ　

報
告
、
講
演
な
ど
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五
五

Internationalism
 or N

ationalism
 in the Soviet U

nion- “T
he Song of the Lord of Igor in the eye of a K

azakh 

Poet ”, 23 February, 1983, Slavic Center M
eeting in honor of Pro. N

ekrich

A
 note on the K

uban A
ff air

（1932

─1933

）: T
he Crisis of kolkhoz A

griculture in the N
orth K

avkaz, 19 July, 

1983, B
irm

ingham
 U

niversity, CR
EES

日
ソ
歴
史
家
会
議
、
一
九
八
七
年
六
月
一
二
日
、
下
斗
米
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の
終
焉
報
告
、
ソ
連
邦
、
モ
ス
ク
ワ

日
中
ソ
連
専
門
家
会
議
、
一
九
八
七
年
八
月
二
五
日
│
九
月
九
日
、
北
京
、
ハ
ル
ピ
ン
な
ど
で
意
見
交
換

T
he Soviet U

nion and China, 13 N
ovem

ber, 1987, U
S-Japanese R

elations and the Soviet U
nion, B

oston, U
SA

ソ
連
問
題
公
開
講
座
、
一
〇
│
一
二
月
一
九
八
七
年
、
婦
選
会
館

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
行
方
、
一
九
八
八
年
四
月
、
日
本
海
運
倶
楽
部
第
一
九
四
会
講
演
会

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
新
し
い
思
考
、
一
九
八
八
年
五
月
二
九
日
、
中
国
研
究
所
研
究
大
会

モ
ス
ク
ワ
・
サ
ミ
ッ
ト
後
の
ソ
連
外
交
政
策
、
一
九
八
八
年
六
月
、
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ

ソ
連
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
と
日
ソ
問
題
、1988, N

ovem
ber 11, U

S-Japanese R
elations and the Soviet U

nion, H
aw

aii 

U
SA

Perestroika-T
he Second B

reath, 6 D
ecem

ber 1988, Euro-Japanese Sym
posium

 on Soviet ‘Perestroika ’, Chatam
 

H
ouse, London

座
談
会
、
体
制
改
革
の
な
か
の
中
国
・
ソ
連
・
東
欧
、
一
九
八
九
年
一
月
二
三
日
、『
現
代
の
理
論
』
座
談
会　

体
制
改
革
の
な
か
の
中

国
・
ソ
連
・
東
欧

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
政
治
改
革
：
一
九
八
八
、
一
九
八
九
年
二
月
三
日
、
北
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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五
六

レ
オ
ン
ハ
ル
ト
、
下
斗
米
対
談
（
一
月
一
九
日
）「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
成
功
の
鍵
」、
一
九
八
九
年
三
月
一
七
日
、『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

日
米
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
討
論
（
Ｍ
ｃ
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ン
デ
ィ
、
Ｓ
・
ビ
ア
ラ
ー
ら
と
）、
一
九
八
九
年
三
月
一
七
日

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
は
世
界
を
突
き
動
か
す
、
一
九
八
九
年
七
月
、
反
核
一
〇
〇
〇
人
委
員
会

T
he N

ew
 T

hinking and the International System
, 13 July 1989, Slavic research Center sem

inar, Sapporo

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
革
命
一
〇
の
テ
ー
ゼ
」、
日
ソ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
現
代
社
会
主
義
と
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
』、
一
九
八
九
年
一
〇
月
一

七
日
、
学
士
会
館

最
近
の
ソ
連
政
治
事
情
、
一
九
八
九
年
一
一
月
、
通
産
省
研
修
会

新
二
月
革
命
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
、
一
九
九
〇
年
二
月
一
五
日
、
専
修
大
学
講
演

ソ
連
政
情
の
展
望
、
一
九
九
〇
年
四
月
、
第
五
回
中
日
平
和
懇
談
会
、
北
京

ソ
連
離
脱
の
動
き
容
認
へ
、
一
九
九
〇
年
五
月
、
中
日
懇
話
会

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
を
考
え
る
、
一
九
九
〇
年
五
月
一
五
日
、
司
法
研
修
所

新
聞
時
評
、「
海
の
軍
縮
」
意
義
の
解
説
不
十
分
、
一
九
九
〇
年
五
月
、
毎
日
新
聞

ソ
連
・
東
欧
情
報
と
日
本
、
一
九
九
〇
年
六
月
一
日
、
平
成
二
年
度
官
民
幹
部
合
同
セ
ミ
ナ
ー
、
那
須

歴
史
の
見
直
し
と
抑
留
問
題
、
一
九
九
〇
年
六
月
二
〇
日
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
東
京

ソ
連
の
民
主
化
に
お
け
る
情
報
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
、
一
九
九
〇
年
六
月
、
高
度
情
報
化
社
会
研
究
懇
談
会
第
二
回
勉
強
会

ソ
連
共
産
党
第
二
八
回
党
大
会
、
一
九
九
〇
年
八
月
、『
世
界
週
報
』
座
談
会

24 July, H
arrogate, ICCEES, U

K

ア
ジ
ア
に
お
い
て
社
会
主
義
と
は
何
で
あ
っ
た
か
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
、
ア
ジ
ア
政
経
学
会



下
斗
米
伸
夫
教
授　

略
歴
・
業
績
一
覧 

五
七

九
〇
年
代
の
ソ
連
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
、
中
日
サ
ロ
ン
、
名
古
屋

最
近
の
国
際
情
勢
と
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
、
千
葉
県
庁
町
村
長
・
自
治
研
修
会

ア
ジ
ア
新
時
代
と
日
ソ
関
係
、
一
九
九
一
年
一
月
一
五
日
、
日
ソ
円
卓
会
議
、
東
京

ど
う
な
る
ソ
連
の
政
治
経
済
、
一
九
九
一
年
二
月
、
世
田
谷
市
民
大
学
講
座

ソ
連
の
課
題
と
展
望
、
一
九
九
一
年
三
月
、
日
本
の
課
題
と
選
択
・
研
究
委
員
会

ソ
連
外
交
の
新
旋
回
、
一
九
九
一
年
四
月
、
第
五
回
ア
ジ
ア
の
平
和
・
日
中
懇
談
会

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
一
九
九
一
年
四
月
、「
日
ソ
関
係　

今
日
と
明
日
」

新
思
考
外
交
の
新
展
開
、
一
九
九
一
年
四
月
、
日
本
国
際
問
題
研
究
協
会

九
〇
年
代
を
見
通
す
視
点
│
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
と
ボ
ー
ダ
ー
フ
ル
、
一
九
九
一
年
七
月
、
電
通
フ
ォ
ー
ラ
ム

R
ecent Crisis in the U

SSR
, T

he 1991 H
aw

aii International Conference of legislator, Journalists and Scholars, 

18

─21 A
ugust 1991, H

aw
aii

新
連
邦
の
現
在
と
将
来
、
一
九
九
一
年
九
月
一
九
日
、
尾
崎
行
雄
記
念
財
団
、
東
京

新
連
邦
は
可
能
か
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
二
三
日
、
九
州
国
際
大
学
法
経
学
会
学
術
講
演
会
、
九
州
国
際
大
学
『
法
経
研
究
』
一
│
四
十

一
頁

「
世
界
の
潮
流
」
八
月
革
命
後
の
連
邦
、
一
九
九
一
年
一
一
月
二
〇
日
、
全
電
通

八
月
革
命
後
の
連
邦
の
改
革
、
一
九
九
一
年
一
一
月
、
第
二
回
カ
ン
ト
リ
ー
・
リ
ス
ク
セ
ミ
ナ
ー

ク
ー
デ
タ
ー
後
の
ソ
連
を
読
む
、
一
九
九
一
年
一
二
月
四
日
、
千
葉
県
生
産
性
本
部

From
 A

ugust to the Form
ation of the Com

m
onw

ealth, 9

─11 January, 1992, T
he Second Japan-Com

m
onw

ealth 



法
学
志
林　

第
一
一
七
巻　

第
三
・
四
号
合
併
号 

五
八

Conference of Political Scientist, M
oscow

エ
リ
ツ
ィ
ン
改
革
と
極
東
、
一
九
九
二
年
三
月
、
綜
合
研
究
所
講
演

成
蹊
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
セ
ン
タ
ー
主
催
「
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
未
来
」、
一
九
九
二
年
三
月
、「
ア
ジ
ア

と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
未
来
」、
東
京

ソ
連
崩
壊
後
の
現
状
と
今
後
の
行
方
、
一
九
九
二
年
四
月
二
日
、
鋼
材
倶
楽
部

ロ
シ
ア
改
革
の
ゆ
く
え
│
ソ
連
邦
崩
壊
後
の
国
際
情
勢
と
の
関
連
、
一
九
九
二
年
五
月
、
長
野
県
退
職
校
長
会
総
会
、
長
野

“From
 A

ugust to the Form
ation of the Com

m
onw

ealth
”. O

r w
as the “R

evolution
” R

eally R
evolution?, 4 M

ay 

1992, Suzdal International Scientifi c and T
heoretical Sem

inar, R
ussia

R
ussian Political Crisis-Is Y

eltsin phenom
enon II possible?, M

ay 1993, M
oscow

 R
usso-Japanese Sym

posium
 of 

Political Scientists

Stalin and the R
ise of Japanese M

ilitarism
, Septem

ber, 1993, Soviet - Japanese R
elations 1920s

─1940s: T
w
o 

W
orld V

isions

ロ
シ
ア
の
地
域
主
義
、
一
九
九
四
年
一
月
、
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
「
冬
季
研
究
報
告
会
」

ロ
シ
ア
・
東
欧
の
動
向
と
国
際
関
係
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
、
第
二
四
回
ロ
シ
ア
・
東
欧
学
会

青
森
県
と
環
日
本
海
構
想
、
一
九
九
五
年
九
月
八
日
、
青
森
県
法
政
大
学
公
開
講
演
会

国
会
選
挙
は
ロ
シ
ア
の
社
会
的
政
治
的
安
定
を
も
た
ら
す
か
、
一
九
九
五
年
一
二
月
、
ロ
シ
ア
極
東
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
会

ロ
シ
ア
下
院
議
員
選
挙
（
一
九
九
五
年
一
二
月
）
│
若
干
の
予
備
的
総
括
、
一
九
九
六
年
一
月
、
北
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー

ロ
シ
ア
極
東
に
お
け
る
政
治
情
勢
、
一
九
九
六
年
三
月
、
環
日
本
海
経
済
研
究
所
、
新
潟



下
斗
米
伸
夫
教
授　

略
歴
・
業
績
一
覧 

五
九

ロ
シ
ア
の
大
統
領
選
挙
・
そ
の
脈
絡
、
一
九
九
六
年
四
月
、
国
際
労
働
運
動
研
究
協
会
、
東
京

ロ
シ
ア
改
革
の
課
題
、
一
九
九
六
年
四
月
、
第
九
回
ア
ジ
ア
の
平
和
・
日
中
懇
談
会
、
北
京

ロ
シ
ア
の
改
革
と
選
挙
、
一
九
九
六
年
四
月
、
大
蔵
省
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
大
国
」
ロ
シ
ア
の
改
革
、
一
九
九
六
年
五
月
、
第
一
三
四
回
管
理
者
研
究
会

大
統
領
選
挙
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
情
勢
、
一
九
九
六
年
七
月
、
霞
山
会
、
東
京

日
露
共
生
の
新
た
な
あ
り
方
、
一
九
九
七
年
一
月
、
環
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

モ
ス
ク
ワ
│
一
つ
の
建
物
・
二
つ
の
時
代
、
一
九
九
七
年
四
月
、
明
治
大
学
綜
合
講
義
・
都
市
│
迷
宮
の
ラ
フ
ヌ
ー
ル

エ
リ
ツ
ィ
ン
内
政
の
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
、
一
九
九
七
年
六
月
、
防
衛
研
究
所
研
究
会

体
制
変
容
の
政
治
社
会
学
、
一
九
九
七
年
七
月
、
体
制
変
容
下
の
ス
ラ
ブ
・
中
国

ロ
シ
ア
改
革
の
循
環
│
利
益
分
化
と
政
治
統
合
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
、
第
二
六
回　

ロ
シ
ア
・
東
欧
学
会

第
三
回
ア
ジ
ア
・
フ
ー
ラ
ム
ジ
ャ
パ
ン
「
日
米
中
露
四
カ
国
関
係
と
東
ア
ジ
ア
の
将
来
」、
一
九
九
七
年
一
〇
月

日
本
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ロ
シ
ア
、
米
国
の
政
治
と
外
交
、
一
九
九
七
年
一
二
月
、
法
政
│
ウ
ズ
ベ
ク
東
洋
研
シ
ン
ポ

R
ussian Change and R

usso-Japanese R
elations, M

ay 1998, International Situation in A
sia Pacifi c and Sino-

Japanese R
elations, B

eijing

タ
タ
ー
ル
ス
タ
ン
│
一
六
番
目
の
共
和
国
に
な
れ
な
か
っ
た
国
、
一
九
九
八
年
六
月
、
第
一
回
日
本
比
較
政
治
学
会
創
設
大
会
報
告

Security Cooperation betw
een Japan and K

orea

（panel discussant

）, A
ugust 1998. Prospect for Cooperation 

betw
een Japan and K

orea, Seoul

Japanese and G
erm

an Foreign Policies in Com
parative Perspective, Septem

ber 1998, 3rd G
erm

an and Japanese 



法
学
志
林　

第
一
一
七
巻　

第
三
・
四
号
合
併
号 

六
〇

sym
posium

 in International R
elations, G

erm
any

一
九
九
九
年
の
ロ
シ
ア
、
一
九
九
八
年
一
二
月
、
Ｉ
Ｗ
Ｉ
第
三
三
回
会
議

ロ
シ
ア
か
ら
見
た
大
国
関
係
、
一
九
九
九
年
二
月
、
日
米
中
露
研
究
会
、
東
京

日
本
国
際
政
治
学
会
・
ロ
シ
ア
東
欧
分
科
会
、
一
九
九
九
年
五
月
、
日
本
ロ
シ
ア
・
東
欧
研
究
連
絡
協
議
会
発
足
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

札
幌

ロ
シ
ア
・「
移
行
」
の
危
機
、
一
九
九
九
年
五
月
、
日
本
国
際
政
治
学
会
研
究
大
会
・
部
会
Ａ
─1
金
融
危
機
と
国
際
政
治

コ
ソ
ボ
紛
争
と
日
本
、
一
九
九
九
年
六
月
、
英
国
、
デ
ィ
ッ
チ
リ
ー
会
議

エ
リ
ツ
ィ
ン
と
エ
リ
ツ
ィ
ン
後
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
、
連
続
講
演
会
「
ど
う
な
る
日
本
、
ど
う
す
る
北
海
道
」、
札
幌

二
〇
世
紀
世
界
の
誕
生
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
、
第
七
回
近
現
代
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
東
京

エ
リ
ツ
ィ
ン
時
代
の
終
わ
り
│
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
政
治
転
換
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
、
国
際
金
融
情
報
セ
ン
タ
ー

Political Changes in the M
illennium

, T
he End of Y

eltsin Era

、
二
〇
〇
〇
年
二
月

東
と
西
の
間
の
ロ
シ
ア
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
新
し
い
世
界
秩
序

変
化
を
待
つ
ロ
シ
ア
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
自
由
社

ロ
シ
ア
と
北
朝
鮮
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
、
文
化
学
院

プ
ー
チ
ン
の
ロ
シ
ア
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
、
対
文
協
第
三
一
会
議

D
em

ocracy B
etrayed? R

ussia ’s diffi  cult path to D
em

ocracy, M
arch 2001, T

he T
hird conference of the G

lobal 

D
em

ocracy, Paris

ソ
連
崩
壊
後
の
十
年
、
二
〇
〇
二
年
一
月
、
北
大
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
冬
季
シ
ン
ポ



下
斗
米
伸
夫
教
授　

略
歴
・
業
績
一
覧 

六
一

日
ロ
関
係
の
リ
・
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
（
対
談
）、
二
〇
〇
三
年
二
月
、『
公
研
』
対
談

選
挙
制
度
、
二
〇
〇
三
年
六
月
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
国
会
運
営
セ
ミ
ナ
ー
、
東
京

A
 R

eappraisal of the K
orean W

ar “Soviet Foreign Policy and the K
orean W

ar ”

二
〇
〇
三
年
六
月

イ
ラ
ク
戦
争
後
の
北
東
ア
ジ
ア
と
日
ロ
関
係
、
二
〇
〇
三
年
六
月
、
対
文
協

ソ
連
・
ロ
シ
ア
と
北
朝
鮮
、
二
〇
〇
三
年
八
月
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
研
究
会
「
北
朝
鮮
」、
東
京

T
he Soviet U

nion, A
sian Cold W

ar and the U
N
, D

ecem
ber 2003, T

he R
ole of the U

N
 in International Politics, 

Sapporo

ロ
シ
ア
大
統
領
選
挙
後
の
政
権
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
日
本
対
外
文
化
協
会

ポ
ー
ツ
マ
ス
の
平
和
、
日
露
戦
争
後
の
日
ロ
関
係
│
一
〇
〇
周
年
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
国
際
会
議
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
日
露
戦

争
一
〇
〇
周
年
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
国
際
会
議

（In R
ussian

）, Japanese Eurasian D
iplom

acy

、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
東
京

日
露
賢
人
会
議
、
二
〇
〇
四
年
四
月
、
モ
ス
ク
ワ

第
二
回
日
本
・
ロ
シ
ア
学
術
報
道
関
係
者
会
議
、
二
〇
〇
四
年
九
月
、
日
本
・
ロ
シ
ア
学
術
報
道
関
係
者
会
議
、
モ
ス
ク
ワ

Popular, B
ut N

ot N
ecessary Populist Leadership: Putinism

 in a Post-T
ransitional R

egim
e Com

parison, O
cto-

ber 2004, Japan A
ssociation of Political Science, K

orea-Japan Joint Cession

第
二
回
日
本
・
ロ
シ
ア
学
術
報
道
関
係
者
会
議
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
、
日
本
・
ロ
シ
ア
学
術
報
道
関
係
者
会
議
、
プ
ー
チ
ン
訪
日
と
北

東
ア
ジ
ア

北
東
ア
ジ
ア
冷
戦
と
日
本
（
一
九
四
五
│
五
六
）、
二
〇
〇
五
年
三
月
、
外
交
史
料
館
講
演
会



法
学
志
林　

第
一
一
七
巻　

第
三
・
四
号
合
併
号 

六
二

ロ
シ
ア
は
ど
こ
へ
、
二
〇
〇
五
年
五
月
、
日
ロ
学
生
会
議

韓
日
正
常
化
四
〇
周
年
国
際
学
術
会
議
、
二
〇
〇
五
年
六
月
、
韓
日
正
常
化
四
〇
周
年
国
際
学
術
会
議
（
ソ
ウ
ル
）

Soviet Factors in the Form
ation of the N

orth K
orean Politics, July 2005, 7th K

orean Political Science A
ssocia-

tion A
cadem

ic Conference, Seoul

2005 W
ISC International Sym

posium
, Pyongyang: 1956

─deStalinization and the K
im

 Il Sung R
egim

e, A
ugust 

2005, W
ISC International Congress, Istanbul

2005 K
A
IS International Sym

posium
, N

on-G
overnm

ental 6 party T
alks on Cooperation in N

orth East A
sia, 

O
ctober, 2005

ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
と
東
ア
ジ
ア
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
、
山
梨
学
院
創
立
六
〇
周
年
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
と
東
ア
ジ
ア

第
六
回
日
露
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
、
第
六
回
日
露
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
、
ロ
シ
ア
）

プ
ー
チ
ン
大
統
領
訪
日
と
日
ロ
関
係
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ

第
三
回
日
本
・
ロ
シ
ア
学
術
報
道
関
係
者
会
議
、
二
〇
〇
五
年
、
日
本
・
ロ
シ
ア
学
術
報
道
関
係
者
会
議

Cold W
ar in A

sia-w
ith special em

phasis on the Soviet-D
PR

K
 R

elations, M
arch 2006

民
主
主
義
は
国
際
平
和
を
作
る
か
、
二
〇
〇
六
年
七
月
、
博
多
・
日
本
政
治
学
会
研
究
会

N
ew

 Initiatives for Solving their N
orthern T

erritories Issue betw
een Japan and R

ussia

二
〇
〇
六
年
八
月

In the W
ake of the 1956 Incident: N

orth K
orea and China 1956

─1961, Septem
ber 2006, Lim

its of the “Lips and 

T
eeth A

lliance ”: T
he A

ntinom
ies of the Chinese-N

orth K
orean R

elations, Y
ale U

niv.,



下
斗
米
伸
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教
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略
歴
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一
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六
三

Ｉ
Ｓ
Ａ
／
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｓ
と
の
合
同
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ー
ブ
ル
に
よ
せ
て
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
、
日
本
国
際
政
治
学
会

第
四
回
日
本
・
ロ
シ
ア
学
術
報
道
関
係
者
会
議
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
、
日
本
・
ロ
シ
ア
学
術
報
道
関
係
者
会
議

日
ソ
国
交
回
復
五
〇
周
年
記
念
日
ロ
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
円
卓
会
議
）、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
一
九
日
、
日
本
・
ロ
シ
ア
学
術
報
道
関
係
者
会

議
、
モ
ス
ク
ワ

第
三
回
中
日
ア
ジ
ア
情
勢
と
平
和
問
題
懇
話
会
、
発
言
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
、
第
三
回
中
日
ア
ジ
ア
情
勢
と
平
和
問
題
懇
話
会
、
北
京

北
朝
鮮
の
核
問
題
を
め
ぐ
る
日
韓
協
力
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
、
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｓ
│
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｒ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
露
共
生
の
新
た
な
あ
り
方
、
二
〇
〇
七
年
一
月
、
環
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
札
幌

今
後
の
ア
ジ
ア
外
交
の
課
題
│
北
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
全
国
市
町
村
文
化
研
究
所
、
東
京

プ
ー
チ
ン
政
治
の
変
容
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
、
日
本
貿
易
会

ロ
シ
ア
・
セ
ミ
ナ
ー
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
・
ロ
シ
ア
・
セ
ミ
ナ
ー

第
一
部　

ガ
バ
ナ
ン
ス　

発
言
、
二
〇
〇
八
年
五
月
、
日
本
と
ロ
シ
ア
│
新
し
い
時
代
へ
の
展
望

グ
ル
ジ
ア
情
勢
座
談
会
、
二
〇
〇
八
年
九
月
、
毎
日
新
聞

V
aldai Club: R

ussia ’s R
ole in the G

lobal G
eopolitical R

evolution of the early 21 century

Septem
ber 2008, V

aldai Club, M
oscow

Soviet - D
PR

K
 R

elations

（1945

─1972

）、
二
〇
〇
九
年
一
月

日
本
の
政
権
交
代
の
行
方
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
ロ
シ
ア
日
本
学
会
、
モ
ス
ク
ワ

タ
ン
デ
ム
ク
ラ
シ
ー
（
双
頭
支
配
）
の
ロ
シ
ア
、
二
〇
一
〇
年
二
月
、
ラ
ヂ
オ
プ
レ
ス
講
演
会
、
東
京

ボ
ン
チ
・
ブ
ル
エ
ビ
ッ
チ
と
古
儀
式
派
、
二
〇
一
〇
年
四
月
、
古
儀
式
派
研
究
会
、
東
京
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四

Japan and East A
sia

、
二
〇
一
〇
年
四
月
、
国
際
交
流
基
金
客
員
招
聘
プ
ロ
グ
ラ
ム

冷
戦
と
日
本
の
共
産
主
義
：
「
モ
ロ
ト
フ
文
書
」
に
見
る
極
東
情
勢
（
一
九
四
九
│
一
九
五
六
）、
二
〇
一
〇
年
五
月
、
二
三
六
回
現
代

史
研
究
会
（
明
治
大
学
）

Integration and D
isintegration in N

orth East A
sia in 1956

─1972 w
ith a special em

phasis on the Soviet-D
PR

K
 

relations

O
ctober 2010, N

ational U
nifi cation and R

egional Integration

（3oth A
nniversary Conference of R

C42

）, Seoul

ロ
シ
ア
、
中
国
、
そ
し
て
日
本
、
二
〇
一
一
年
二
月
、
経
済
社
会
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

B
eyond the M

irage of the Eastern Com
inform

: D
PR

K
 before and A

fter the 1956 Incident

O
ctober 2011, China D

PR
K
 R

elations during the Cold W
ar: A

n International Conference

From
 the Crisis of Putinism

 to the fall of T
andem

cracy

15 D
ecem

ber 2011, 20 Y
ears and O

nw
ard Post Soviet R

ussian Politics-R
ussian R

esearch Center H
ankug U

ni-

versity, Seoul

現
代
世
界
と
平
和
、
二
〇
一
二
年
二
月
三
日
、
長
崎
県
立
大
学
、
長
崎

プ
ー
チ
ン
Ⅱ　

改
革
は
可
能
か
、
二
〇
一
二
年
二
月
一
二
日
、
麗
澤
大
シ
ン
ポ
、
千
葉

T
he Japanese Com

m
unist party in the Early Cold W

ar: N
ew

 Sources and A
pproaches

1 February 2012, Japan in the Cold W
ar: O

pening Japanese A
chieves, Prom

oting N
ew

 A
pproach

（Sapporo, 

Slavic Center

）

危
機
の
な
か
の
ロ
シ
ア
大
統
領
選
挙
、
二
〇
一
二
年
七
月
、
ラ
ヂ
オ
プ
レ
ス
講
演
会
、
東
京
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斗
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夫
教
授　

略
歴
・
業
績
一
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六
五

プ
ー
チ
ン
Ⅱ　

政
権
と
日
ロ
関
係
、
二
〇
一
二
年
八
月
一
一
日
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
関
係
研
究
所
、
東
京

古
儀
式
派
と
ロ
シ
ア
政
治
：
日
露
戦
争
か
ら
ソ
連
崩
壊
ま
で
、
二
〇
一
三
年
二
月
二
三
日
、
東
洋
文
庫
講
演
会
、
東
京

ソ
ビ
エ
ト
国
家
と
古
儀
式
派
・
再
論
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
六
日
、
ロ
シ
ア
・
東
欧
学
会
、
Ｊ
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
合
同
大
会
、
東
京

プ
ー
チ
ン
Ⅱ
の
政
策
と
課
題
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
六
日
、
日
本
国
際
政
治
学
会

ロ
シ
ア
を
読
み
解
く
新
視
点
・
古
儀
式
派
と
現
代
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
九
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
ロ
交
流
協
会
、
東
京

「
新
冷
戦
」
を
超
え
て
│
ウ
ク
ラ
イ
ナ
研
究
会
、
二
〇
一
四
年
三
月
二
〇
日
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
、
東
京

第
七
八
回
東
京
財
団
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
と
今
後
の
日
露
の
戦
略
的
関
係
、
二
〇
一
四
年
五
月
八
日
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

東
京

バ
ル
ダ
イ
会
議
か
ら
戻
っ
て
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
五
日
、
日
本
対
外
文
化
協
会
、
東
京

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
国
際
関
係
史
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
六
日
、
国
際
関
係
史
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
東
京

日
ロ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
比
較
研
究
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
、
日
ロ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
比
較
研
究
、
東
京

ロ
シ
ア
極
東
・
シ
ベ
リ
ア
地
域
開
発
と
日
本
の
経
済
安
全
保
障
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
趣
旨
説
明
、
二
〇
一
五
年
二
月
二
五
日
、
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ａ
国

際
シ
ン
ポ
、
東
京

ロ
シ
ア
の
最
新
事
情
に
つ
い
て
、
二
〇
一
五
年
五
月
一
七
日
、
日
本
と
ロ
シ
ア
の
友
好
親
善
を
求
め
る
愛
知
の
会
主
催
講
演
会
、
名
古
屋

Japanese Policy tow
ards R

ussian Pivot to A
sia, 14 M

ay 2015, D
eveloping A

sia Pacifi c ’s Last Frontier

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ロ
シ
ア
・
極
東
、
二
〇
一
五
年
六
月
五
日
、
国
際
問
題
研
究
所

敗
戦
時
の
日
ソ
関
係
、
二
〇
一
五
年
八
月
一
五
日
、
熊
本
近
代
史
研
究
会
講
演
会
、
基
調
発
表

T
he T

erritorial Issue am
ong Japan, the U

S, and the Soviet U
nion from

 1951

─70, N
orth Eastern A

sia N
orm

al 
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U
niversity

ベ
ル
ジ
ャ
ー
エ
フ
と
ロ
シ
ア
、
二
〇
一
五
年
九
月
三
〇
日
、
東
ア
ジ
ア
研
究
所

廣
瀬
陽
子
と
対
論
、
プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
の
外
交
を
読
む
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
、『
公
研
』

日
ロ
関
係
の
現
状
と
展
望
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
三
〇
日
、
経
団
連
日
ロ
経
済
委
員
会

Second Policy D
ialogue on the developm

ent of R
ussia ’s Siberia and Far East

25 N
ovem

ber 2015, Second Policy D
ialogue on the developm

ent of R
ussia ’s Siberia and Far East, Seoul

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
胎
動
。
プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
の
め
ざ
す
も
の
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
九
日
、
戦
後
七
〇
年
記
念
リ
レ
ー
講
演
（
全
電
通
会

館
）

D
iscussant: T

he Founding of the SR
C and R

ockefeller Foundation

10 D
ecem

ber, 2015, B
etw

een H
istory and M

em
ory

戦
後
国
際
秩
序
・
経
済
の
曲
が
り
角
（
国
際
社
会
と
北
東
ア
ジ
ア
）、
二
〇
一
六
年
一
月
二
八
日
、
第
二
五
回
北
東
ア
ジ
ア
経
済
発
展
国

際
会
議
（
基
調
講
演
）

プ
ー
チ
ン
再
訪
│
思
想
と
外
交
、
二
〇
一
六
年
二
月
二
三
日
、
対
外
文
化
協
会

ロ
シ
ア
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
、
二
〇
一
六
年
三
月
一
四
日
、
日
本
ア
カ
デ
メ
イ
ヤ
勉
強
会

Prof. N
obuo Shim

otom
ai, T

he N
ew

 Form
s of A

dvanced Econom
ic Cooperation in Eurasia

26th July, 2016, 24th W
orld Congress of Political Science July 23

─28, 2016 Poznań, Poland

北
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
と
ア
ー
カ
イ
ブ
、
二
〇
一
六
年
九
月
二
四
日
、
第
五
回
綜
合
ア
ジ
ア
圏
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
東
洋
文
庫

日
ソ
宣
言
六
〇
周
年
の
課
題
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
七
日
、
市
民
ア
カ
デ
ミ
ア
二
〇
一
六
／
連
続
講
座
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ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
を
読
む
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
、
日
本
交
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協
会

G
lobal Security Situation and Japan-R

ussia Cooperation, O
ctober 2016, 7th JIIA

-M
G
IM

O
 Conference

（T
okyo, 

JIIA
）

日
ロ
国
交
回
復
六
〇
周
年
・
日
露
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
七
日
、
東
京

プ
ー
チ
ン
政
権
と
日
ロ
関
係
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
六
日
、
寺
島
文
庫
リ
レ
ー
塾
・
世
界
秩
序
の
変
更
期

変
わ
る
世
界
と
日
ロ
関
係
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
五
日
、
日
本
新
聞
協
会

21 D
ecem

ber 2018
、
ロ
シ
ア
日
本
学
国
際
学
会
年
次
総
会
（
モ
ス
ク
ワ
）

日
ロ
関
係
史
か
ら
み
た
首
脳
会
談
の
成
果
と
意
義
、
二
〇
一
七
年
二
月
二
三
日
、
ロ
シ
ア
経
済
セ
ミ
ナ
ー
二
〇
一
七

二
〇
一
七
年
の
米
ロ
関
係
と
日
ロ
関
係
、
二
〇
一
七
年
三
月
二
三
日
、
日
本
工
業
倶
楽
部

Speech at Prim
akov R

eadings, 30 M
ay 2018, Prim

akov R
eadings

Pugw
ash M

oscow
 conference, 1 June, 2018

R
evolution of R
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、
ロ
シ
ア
日
本
学
国
際
学
会
年
次
総
会
（
モ
ス
ク
ワ
）
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R
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